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千
二
百
年
の
時
空
を

　超
え
て
、広
済
院
再
興

千
二
百
年
の
時
空
を

　超
え
て
、広
済
院
再
興

　

社
会
福
祉
法
人
萱
垣
会
は
今
年

七
十
四
年
の
歴
史
を
数
え
、
比
叡

山
を
開
か
れ
た
伝
教
大
師
最
澄
様

の
教
え
で
あ
る﹁
一
隅
を
照
ら
す
﹂

を
法
人
の
理
念
と
し
て
運
営
し
て

い
る
。

　

比
叡
山
延
暦
寺
に
所
蔵
し
て
い

る
﹁
叡
山
大
師
伝
﹂
に
は
弘
仁
八

年
（
八
一
七
年
）
春
、
大
師
が
神

坂
峠
を
越
え
東
国
巡
錫
の
記
述
が

あ
る
。

　
﹃
大
師
東
征
の
日
、
信
濃
坂
を

超
ゆ
。
そ
の
坂
数
十
里
な
り
、
雲

を
躡
み
漢
に
跨
り
霧
を
排
い
て
錫

を
策
く
、馬
は
躡
き
風
を
喰
ら
い
、

人
は
吟
き
て
気
を
吐
く
。
な
お
一

日
の
行
程
に
能
わ
ず
、
た
だ
半
山

に
宿
し
て
僅
か
に
聚
落
に
達
す
。

大
師
此
の
坂
の
艱
難
に
し
て
往
還

に
宿
な
き
を
み
て
誓
い
、
広
済
・

広
拯
の
両
院
を
置
く
。
陟
黜
に
便

あ
ら
し
め
、
公
私
損
ず
る
こ
と
な

か
ら
し
む
。
美
濃
の
境
内
を
広
済

と
名
づ
け
、
信
濃
の
境
内
を
広
拯

と
名
づ
く
る
な
り
。
東
土
の
事
了

り
て
踵
を
施
ら
し
都
に
む
か
う
。﹄

と
　

こ
の
記
録
は
大
師
入
寂
の
五
年

前
、
満
五
一
歳
を
数
え
る
時
で
あ

る
。

　

千
二
百
年
前
の
平
安
時
代
、
馬

を
伴
い
な
が
ら
東
山
道
一
番
の
難

所
で
あ
る
神
坂
峠
。
美
濃
の
坂
本

宿
か
ら
信
濃
の
駒
場
宿
ま
で
は
距

離
に
し
て
約
十
里
、
官
道
と
は
い

え
千
七
百
三
十
九
米
の
峠
を
超
え

る
こ
と
は
苦
難
の
こ
と
と
想
像
で

き
ま
す
。
大
師
は
大
乗
仏
教
の
慈

悲
行
に
沿
い
、
旅
に
窮
す
る
人
々

に
一
宿
の
場
を
提
供
し
よ
う
と
西

に
は
布
施
屋
広
済
院
を
中
津
川
市

神
坂
霧
个
原
に
、
東
に
は
布
施
屋

広
拯
院
を
阿
智
村
園
原
に
建
立
さ

れ
た
の
が
日
本
の
最
古
の
社
会
事

業
で
あ
っ
た
と
岐
阜
県
史
に
記
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

法
人
は
こ
の
因
縁
に
従
い
、
比

叡
山
延
暦
寺
の
お
許
し
を
得
て
施

設
名
に
﹁
延
暦
寺
﹂
と
い
う
名
称

を
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
、
神
坂

霧
个
原
の
地
に
昭
和
五
十
三
年

﹁
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
延
暦

寺
広
済
寮
﹂
を

開
設
し
ま
し

た
。

　

折
し
も
今
年

が
伝
教
大
師

千
二
百
年
大
遠

忌
に
当
た
る
こ

と
か
ら
、
天
台

宗
信
越
教
区
と

三
岐
教
区
で
は

日
本
の
仏
教
社

会
事
業
の
原
初

で
あ
る
広
済
院

の
跡
地
に
大
師

の
願
文
・
山
家

学
生
式
に
込
め

ら
れ
た
人
材
育

成
の
道
場
を
再

興
し
、
後
世
に

バ
ト
ン
を
紡
ぐ

願
い
を
込
め
て

新
広
済
院
の
建

設
を
計
画
し
本

年
四
月
か
ら
全

国
の
皆
様
に
勧

募
を
始
め
て
い

ま
す
。

令和５年４月　新保育園完成予定図

　

日
本
社
会
事
業
発
祥
の
地
に

一
千
年
を
超
え
て
誕
生
し
た
介
護

施
設
と
の
因
縁
が
熟
し
、
皆
様
の

浄
財
を
も
と
に
令
和
の
福
祉
の
郷

が
再
興
で
き
る
こ
と
を
願
っ
て
い

ま
す
。

　

さ
て
、
法
人
で
は
昨
年
度
か
ら

計
画
を
進
め
て
い
る
高
森
町
旧
み

つ
ば
保
育
園
民
営
化
に
よ
る
経
営

移
管
の
園
舎
新
築
工
事
が
高
森
町

や
地
権
者
の
皆
様
を
は
じ
め
、
地

元
の
皆
様
の
ご
協
力
と
ご
理
解
を

い
た
だ
き
七
月
下
旬
か
ら
建
設
着

工
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
第
七
波
の
感
染
の
広
が

り
や
ウ
ク
ラ
イ
ナ
問
題
、
円
安
な

ど
の
悪
条
件
も
重
な
り
心
配
は
尽

き
な
い
と
こ
ろ
で
す
が
来
年
四
月

の
開
園
に
向
け
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

そ
し
て
、
新
し
い
保
育
園
が
社

会
福
祉
法
人
の
運
営
と
し
て
生
ま

れ
変
わ
る
こ
と
か
ら
、
保
育
園
の

園
名
を
高
森
町
の
皆
様
を
中
心
に

公
募
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し

た
。
少
子
と
言
わ
れ
る
時
代
の
中

で
地
域
に
貢
献
で
き
る
二
十
一
世

紀
の
子
供
た
ち
を
育
成
す
る
に
ふ

さ
わ
し
い
園
名
を
名
付
け
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

生
ま
れ
変
わ
る
保
育
園
に
ご
縁

を
い
た
だ
い
た
子
供
一
人
ひ
と
り

が
、
他
者
に
尽
く
す
こ
と
の
で
き

る
人
、
平
和
を
求
め
る
こ
と
の
で

き
る
人
、
困
っ
て
い
る
人
に
手
を

差
し
出
せ
る
人
に
な
れ
る
よ
う
皆

様
の
お
力
を
頂
い
て
育
ん
で
ゆ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
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「
い
ち
お
う
社
会
福
祉
士
で
す
」

理
事

　小
笠
原 

士
郎

　

新
型
コ
ロ
ナ
が
蔓
延
し
て
三
年
、

ウ
イ
ル
ス
は
次
々
と
様
相
を
変
え
な

が
ら
世
界
中
を
震
撼
さ
せ
て
い
る
。

昨
年
末
に
は
感
染
者
数
が
減
少
し
、

し
ば
ら
く
元
の
生
活
に
戻
る
と
思
わ

れ
て
い
た
が
、そ
の
後
に
発
生
し
た
オ

ミ
ク
ロ
ン
株
は
か
つ
て
な
い
ほ
ど
の
罹

患
者
を
発
生
さ
せ
た
。当
法
人
は
幸

い
施
設
内
感
染
の
発
生
は
見
ら
れ
な

か
っ
た
が
、家
庭
内
感
染
か
ら
陽
性
と

診
断
さ
れ
る
等
、介
護・保
育
現
場
で

は
日
々
、戦
々
恐
々
と
し
た
毎
日
が
続

い
て
い
る
。法
人
の
運
営
す
る
各
事
業

に
は
ハ
イ
リ
ス
ク
を
抱
え
る
利
用
者

が
多
く
在
籍
、利
用
し
て
い
る
の
で
第

〜
令
和
三
年
度
〜

一
義
に
ご
利
用
者
様
の
生
命
を
守
る

こ
と
を
軸
に
事
業
を
進
め
て
き
た
。

　

令
和
三
年
度
の
各
事
業
所
の
運
営

に
つ
い
て
は
、
昨
年
度
の
介
護
報
酬

改
定
後
、
デ
ル
タ
株
蔓
延
時
に
は
、

か
か
り
増
し
経
費
に
よ
る
施
設
内
療

養
費
の
補
助
や
、
同
九
月
末
期
限
の

感
染
症
対
策
〇
・
一
％
分
の
介
護
報

酬
等
、
多
く
の
支
援
を
い
た
だ
い
て

お
り
、
ま
た
令
和
四
年
二
月
か
ら

は
介
護
・
保
育
共
に
、
処
遇
改
善
加

算（
Ⅲ
）が
施
行
さ
れ
、
正
規
・
非
正

規
を
問
わ
ず
全
職
員
の
給
与
に
反
映

さ
せ
る
体
制
を
整
備
し
、
コ
ロ
ナ
禍

で
頑
張
っ
て
い
る
職
員
の
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
に
繋
げ
て
き
た
。

　

法
人
の
新
規
事
業
で
は
、
一
昨
年

度
来
、役
員
会
で
協
議
し
て
い
る﹁
高

森
町
立
み
つ
ば
保
育
園
﹂
の
新
築
移

転
事
業
が
あ
る
。令
和
三
年
度
中
に
、

予
定
地
で
あ
る
高
森
牛
牧
地
区
の
皆

様
に
は
保
育
園
移
転
に
関
す
る
説
明

会
を
行
い
、
ま
た
建
設
予
定
地
の
地

権
者
の
皆
様
に
も
ご
理
解
と
ご
協
力

を
い
た
だ
き
法
人
へ
の
登
記
も
完
了

し
た
た
め
、
令
和
四
年
五
月
に
は
入

札
・
六
月
か
ら
は
建
設
工
事
に
入
る

予
定
で
あ
る
。
ま
た
、
法
人
移
管
さ

れ
る
保
育
園
の
人
材
の
確
保
に
つ
い

て
は
、
三
月
初
旬
現
在
、
八
名
の
採

用
を
決
定
、
新
年
度
か
ら
の
引
継
ぎ

保
育
者
二
名
も
定
め
、
順
次
開
設
に

向
け
て
体
制
を
整
え
て
い
る
。

　

平
成
三
十
年
か
ら
運
営
し
て
い

る
﹁
鼎
あ
か
り
児
童
ク
ラ
ブ
﹂
は
定

員
四
十
名
で
事
業
を
進
め
て
い
た
い

が
、
利
用
希
望
者
が
多
く
選
考
に
苦

慮
し
て
い
る
現
状
か
ら
、
児
童
ク
ラ

ブ
利
用
枠
の
拡
大
を
要
請
し
て
い
た

と
こ
ろ
、
飯
田
市
の
認
可
を
頂
い
た

の
で
、
令
和
四
年
度
よ
り
、
定
員

五
十
名
、
加
え
て
小
学
校
四
年
生
ま

で
が
利
用
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

介
護
施
設
関
連
で
は
、
老
人
保
護

措
置
費
の
支
弁
額
の
決
定
等
に
つ
い

て
、
総
務
省
か
ら
措
置
改
定
分
を
令

和
四
年
度
会
計
に
計
上
さ
れ
た
こ
と

に
鑑
み
、
地
元
南
信
州
広
域
連
合
に

措
置
費
改
定
の
ご
理
解
を
い
た
だ
く

よ
う
に
要
請
を
し
て
ゆ
き
た
い
。
ま

た
、
令
和
四
年
度
当
初
、
法
人
傘
下

の
四
特
養
に
Ｅ
Ｐ
Ａ
・
技
能
実
習
生

延
べ
十
九
名
が
外
国
人
介
護
し
て
職

務
に
就
い
て
い
る
。
こ
う
し
た
状
況

を
鑑
み
て
、
下
條
エ
リ
ア
第
二
光
の

園
で
は
、
外
国
人
介
護
士
専
用
の
宿

舎
を
県
の
補
助
所
事
業
を
も
っ
て
建

設
す
る
予
定
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
は

下
條
村
の
住
宅
を
借
り
受
け
て
就
労

し
て
い
た
が
、今
回
の
職
員
住
宅
は
、

光
の
園
敷
地
内
に
建
設
す
る
こ
と
と

な
り
、
利
便
性
向
上
へ
つ
な
が
る
と

思
わ
れ
る
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
様
々
な
事
業
者
研
修

な
ど
が
中
止
・
縮
小
さ
れ
る
中
で
は

あ
る
が
、
法
人
の
理
念
﹁
一
隅
を
照

ら
す
﹂
を
実
践
し
、
事
故
の
な
い
法

人
運
営
を
す
す
め
て
ゆ
き
た
い
。

　

私
が
大
学
三
年
の
ゼ
ミ
テ
ー
マ

は
﹁
社
会
福
祉
専
門
職
の
資
格
制
度

に
つ
い
て
﹂
で
し
た
。
介
護
福
祉
士

制
度
に
つ
い
て
賛
成
の
学
生
が
多
い

中
、
社
会
福
祉
士
に
つ
い
て
は
慎
重

派
が
多
く
、
ゼ
ミ
教
授
と
一
緒
に
熱

い
議
論
を
し
た
覚
え
が
あ
り
ま
す
。

卒
業
後
数
年
し
て
制
度
化
さ
れ
、
私

も
通
信
教
育
に
通
い
受
験
し
て
社
会

福
祉
士
と
な
り
ま
し
た
。

　

私
の
在
籍
し
た
（
今
も
会
計
年
度

職
員
と
し
て
在
籍
し
て
い
ま
す
が
）

飯
田
市
役
所
で
は
、
社
会
福
祉
士
を

名
乗
る
業
務
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
ゴ
ー
ル
ド
プ
ラ
ン
・
新
ゴ
ー
ル

ド
プ
ラ
ン
・
介
護
保
険
制
度
創
設
・

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
設
置
な

ど
、
福
祉
行
政
の
節
目
に
関
わ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

社
会
福
祉
士
が
基
資
格
と
し
て
活

用
で
き
た
の
は
、
介
護
支
援
専
門
員

で
し
た
。
し
か
し
介
護
支
援
専
門
員

を
名
乗
れ
た
の
は
、
上
郷
介
護
老
人

保
健
施
設
の
相
談
員
の
三
年
間
の
み

で
、
行
政
職
と
し
て
は
す
ぐ
に
肩
書

に
も
使
え
な
く
な
り
ま
し
た
。

　

次
に
資
格
が
役
に
立
っ
た
の
は
、

退
職
後
の
再
就
職
で
し
た
。
早
期
勧

奨
退
職
制
度
に
よ
り
退
職
し
健
康
回

復
し
た
こ
ろ
に
、
社
会
福
祉
士
と
し

て
こ
ど
も
家
庭
応
援
セ
ン
タ
ー
の
相

談
員
の
空
き
が
あ
り
採
用
し
て
も
ら

い
ま
し
た
。
児
童
相
談
所
と
連
携
し

な
が
ら
、
小
中
学
校
保
育
園
と
お
付

き
合
い
す
る
等
、
極
め
て
デ
リ
ケ
ー

ト
で
経
験
と
専
門
性
を
問
わ
れ
る
業

務
で
、
資
格
だ
け
で
は
無
意
味
な
こ

と
を
痛
感
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

令
和
三
年
度
よ
り
飯
田
市
役
所
福

祉
課
に
重
層
的
支
援
係
﹁
福
祉
ま
る

ご
と
相
談
窓
口
﹂
が
開
設
さ
れ
、
社

会
福
祉
士
と
し
て
相
談
業
務
を
担
当

し
て
い
ま
す
。
行
政
一
般+

年
金

医
療
な
ど
の
社
会
保
障
制
度
全
般
の

知
識
と
と
も
に
、
相
談
面
接
の
中
で

総
合
的
な
対
応
を
求
め
ら
れ
ま
す
。

係
内
の
職
員
の
受
け
た
相
談
に
つ
い

て
一
緒
に
評
価
し
て
方
向
性
を
確
認

す
る
な
ど
、
社
会
福
祉
士
っ
ぽ
い
現

場
業
務
を
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま

す
。
直
接
的
な
相
談
援
助
業
務
だ
け

が
社
会
福
祉
士
の
仕
事
で
は
な
い
で

す
が
、
事
業
の
進
行
管
理
ば
か
り
し

て
き
た
現
役
時
代
に
は
、
や
り
た
い

な
あ
と
思
っ
て
い
た
仕
事
で
す
。

　
﹁
福
祉
ま
る
ご
と
相
談
﹂
で
は
、

行
政
の
窓
口
に
相
談
し
た
か
ら
と

い
っ
て
解
決
さ
れ
な
い
困
り
ご
と
に

つ
い
て
も
受
け
止
め
、
一
緒
に
考
え

て
い
く
﹁
伴
走
型
支
援
﹂
に
心
が
け

て
い
ま
す
。
ひ
き
こ
も
り
の
方
そ
の

家
族
、
今
ま
で
相
談
の
受
け
皿
が
無

か
っ
た
方
な
ど
へ
の
支
援
も
行
っ
て

い
ま
す
。
今
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た

福
祉
は
、
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
﹁
課

題
解
決
型
﹂
で
し
た
の
で
、﹁
伴
走

型
支
援
﹂
と
は
何
か
に
悩
み
な
が
ら

日
々
の
相
談
を
こ
な
し
て
い
ま
す
。

　

還
暦
に
な
り
、
ま
だ
ま
だ
新
し
い

仕
事
を
さ
せ
て
も
ら
え
る
こ
と
は
有

難
い
こ
と
で
す
。
こ
れ
か
ら
七
十
五

歳
ぐ
ら
い
ま
で
を
第
二
の
現
役
と
し

て
、
社
会
福
祉
士
と
し
て
肩
の
力
を

抜
き
な
が
ら
取
り
組
ま
せ
て
も
ら
い

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。



萱　　垣　　会　第５４号　令和４年９月１日

3

令和３年度  法人単位事業活動計算書
（自）令和３年４月１日（至）令和４年３月３１日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）

勘　定　科　目 当年度決算（Ａ） 前年度決算（Ｂ） 増減（Ａ）－（Ｂ）

サ
ー
ビ
ス
活
動
増
減
の
部

収
益

介護保険事業収益 1,968,212,518 2,018,439,344 △ 50,226,826

老人福祉事業収益 286,800,922 273,271,377 13,529,545

保育事業収益 190,489,213 154,368,675 36,120,538

経常経費寄附金収益 2,249,351 89,937,931 △ 87,688,580

サービス活動収益計 (1) 2,447,752,004 2,536,017,327 △ 88,265,323

費
用

人件費 1,688,819,884 1,669,518,721 19,301,163

事業費 365,253,118 359,002,526 6,250,592

事務費 243,746,884 255,937,180 △ 12,190,296

利用者負担軽減額 607,652 528,539 79,113

減価償却費 225,650,875 218,120,223 7,530,652

国庫補助金等特別積立金取崩額 △ 95,004,648 △ 77,028,169 △ 17,976,479

徴収不能額 177,398 　 177,398

サービス活動費用計 (2) 2,429,251,163 2,426,079,020 3,172,143

サービス活動増減差額 (3)=(1)-(2) 18,500,841 109,938,307 △ 91,437,466

サ
ー
ビ
ス
活
動
外

増
減
の
部

収
益

受取利息配当金収益 14,757 26,999 △ 12,242

その他のサービス活動外収益 20,208,751 12,544,316 7,664,435

　 　 0

サービス活動外収益計 (4) 20,223,508 12,571,315 7,652,193

費
用

支払利息 5,848,004 5,397,523 450,481

その他のサービス活動外費用 12,117,875 10,461,369 1,656,506

サービス活動外費用計 (5) 17,965,879 15,858,892 2,106,987

サービス活動外増減差額 (6)=(4)-(5) 2,257,629 △ 3,287,577 5,545,206

経常増減差額 (7)=(3)+(6) 20,758,470 106,650,730 △ 85,892,260

特
別
増
減
の
部

収
益

施設整備等補助金収益 3,975,000 75,275,699 △ 71,300,699

固定資産受贈額 　 　 0

固定資産売却益 280,000 500,000 500,000

その他の特別収益 5,317,738 1,266,272 4,051,466

特別収益計 (8) 9,572,738 77,041,971 △ 67,469,233

費
用

固定資産売却損 ･ 処分損 55,335,240 71,529,802 △ 16,194,562

国庫補助金等特別積立金取崩額（除却等） △ 16,922,028 △ 18,790,448 1,868,420

国庫補助金等特別積立金積立額 3,975,000 21,058,218 △ 17,083,218

その他の特別損失 8,094,192 146,636 7,947,556

特別費用計 (9) 50,482,404 73,944,208 △ 23,461,804

特別増減差額 (10)=(8)-(9) △ 40,909,666 3,097,763 △ 44,007,429

当期活動増減差額 (11)=(7)+(10) △ 20,151,196 109,748,493 △ 129,899,689

繰
越
活
動
増
減

差
額
の
部

前期繰越活動増減差額 (12) 2,021,283,973 1,977,535,480 43,748,493

当期末繰越活動増減差額 (13)=(11)+(12) 2,001,132,777 2,087,283,973 △ 86,151,196

基本金取崩額 (14) 　 　 　

その他の積立金取崩額 (15) 2,000,000 　 2,000,000

その他の積立金積立額 (16) 9,000,000 66,000,000 △ 57,000,000

次期繰越活動増減差額 (17)=(13)+(14)+(15)-(16) 1,994,132,777 2,021,283,973 △ 27,151,196

※会計区分（全３２会計）の内訳
本部会計（１会計） 居宅介護サービス（４会計） 訪問介護サービス（３会計） 通所介護サービス（６会計）

社会福祉法人 萱垣会 本部事務所
ゆめの郷ケアプランセンター

赤石寮居宅介護支援事業所

光の園ケアプランセンター

ゆうらく苑ケアプランセンター

ヘルパーセンターしなの

はなの木ホームヘルプセンター

光の園ホームヘルプセンター

かなえデイサービスセンター
新野デイサービスセンター
デイサービスセンター幸齢館
ゆうらく苑デイサービスセンター
デイサービスセンター四季
光の園デイサービスセンター

その他の施設（７会計）
養護老人ホーム　信濃寮

はなの木在宅介護支援センター

養護盲老人ホーム　光の園

中津川市ゆうらく苑地域包括支援センター

みなみ在宅介護支援センター

新野高齢者生活福祉センター

飯田市かなえ地域包括支援センター

介護福祉施設及び
短期入所サービス（８会計） 共同生活介護サービス（１会計） 保育事業（２会計）

赤石寮（及び短期入所）
第二光の園（及び短期入所）
延暦寺広済寮（及び短期入所）
シルバーハウス　ゆめの郷（及び短期入所）

赤石寮グループホームやすらぎの郷
認定こども園鼎あかり保育園

鼎あかり児童クラブ
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7：30～ 9：00
　　登　園
　　あそび（排泄）

9：30
　　おやつ

9：45～ 10：30
　　あそび（排泄）

11：00
　　給　食

12：00～14：30
　　午　睡

15：00
　　おやつ

15：30
　　降園開始

16：00～19：00
　　夕長保

鼎
あ
か
り
保
育
園

飯田エリア

　鼎あかり保育園は異年齢保育を行っています。3 歳以上児は 3、4、5 歳混合チームで、3 歳未満児は
1、2歳混合チームで生活をしています。0歳児は 0歳児単独での生活をしています。
　異年齢で生活する事で、上の学年の子は自然と下の学年の子を気にかけ、困っている姿を見ればさっ
と手を差し伸べ助ける姿、又下の学年の子はそんな優しく頼りがいのある上の学年の子に憧れの気持ち
を持ち、同じようにやってみたいと様々な事へ挑戦する姿が見られます。年齢を越えた子どもたちが共
に生活や遊びを楽しみながら育ち合っています。

＜鼎あかり保育園の１日の様子を紹介します＞

未満児の生活
お ま ま ご と

やブロック、

車 等 自 分 の

好 き な あ そ

び を 見 つ け

て 友 だ ち や

保 育 者 と 楽

しみます。

食事のマナーを知りながら楽しい雰囲気

の中で食べる事を大事にしています。

自分でやってみようとする姿を見守りな

がら応援したり認めたりし“自分ででき

た！”という満足感を大切にしています。

落ち着いた雰囲気の中で安心して眠れる

ように、体をさすったり子守唄を歌った

りしています。

あ そ び
裸足って

きもちいな～！
みんな大好き
どろんこあそび！

水ピチャピチャ！
冷たくて
きもちい～！

ねらいを
さだめて
ビーム！！！

みんなで
踊ると
楽しいね！

０歳児も
曲に合わせて
ゆーらゆらっ！
「アーンパーン
チッ！」

わぁ～色が付く！
楽しいなぁ～！◇◆
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7：30～ 9：00
　　登　園

9：00～ 11：00
　　あそび

11：20
　　給　食

12：50～14：10
　　午　睡

14：30
　　おやつ

15：00
　　帰りの会

15：30
　　降園開始

16：00～19：00
　　夕長保

以上児の生活
好きなあそびを

選び友だちと一

緒に楽しんでい

ます。“友だちっ

ていいな～！”

給食はランチルームに全員集まり、みん

なで顔を見合わせながら食べています。

現在は新型コロナウイルス感染症対策と

して 1 階、2 階に分かれて食べています。

黙食、パーテーションの利用、同じ方向

を向いて食べるなどの対策を徹底してい

ます。早くみんなでワイワイ楽しい給食

ができるといいな～！

チームの頼れる年長さんが順番で当番活

動（人数報告、雑巾集め、おたより配り）

をしてくれています。人数報告ではチー

ムの子の人数を数え、保育者と一緒に確

認して数字を書き、職員室と給食室へ今

日の人数を報告しに行きます。

帰りの会では明日の予定や今日楽しかっ

た事、がんばった事などをチームの友だ

ちみんなに伝える時間をつくっています。

その中で友だちにがんばった事を認めて

もらったり、

自分もやって

みたいという

意欲にもつな

がっていると

感じます。

午睡準備（ゴザ、布団をしく）から片付

けまで自分たちで意欲的にする姿があり

ます。落ち着

いた雰囲気の

中でしっかり

と休息がとれ

るようにして

います。

あ そ び

お練り祭りをきっかけに獅子舞
ブーム到来！自分たちで獅子を
作り曲に合わせて舞うよ！さす
が！飯田の子！！

お練り祭りの DVD を
見て獅子、毛槍の勉強
中！！！

けんけんぱっ！けんけん
ぱっ！「見て見て！上手
にできるよ！」

「え～は～りわさ～とお
な～」の掛け声に合わ
せて踊るよ！

こちらは
お客さま席◇◆
近くで見られて
迫力満点！！！

「僕もできるよ！」上の子たち
がやっているのを見て怖がる
事なく果敢に挑戦◇◆

片付けだってお手の物！！「わっ
しょいぴっぴ！わっしょいぴっ
ぴ！」力を合わせて運ぶよ

外では泥
団子作り！
「ピカピカ
の泥団子
を作るぞ
～！！」
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信　

濃　

寮

か
な
え
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

　

な
ご
み
祭
が
近
づ
き
信
濃
寮
内

に
ポ
ス
タ
ー
が
貼
り
出
さ
れ
心
待

ち
に
さ
れ
て
い
た
利
用
者
の
皆

様
。
当
日
、
午
前
の
部
は
職
員
の

手
作
り
ゲ
ー
ム
を
楽
し
み
、
午
後

の
部
は
音
楽
ク
ラ
ブ
の
大
正
琴
演

奏
会
と
、
お
馴
染
み
の
曲
に
合
わ

せ
全
員
で
リ
ズ
ム
体
操
。
最
後
は

冷
た
い
か
き
氷
を
皆
で
頂
き
暑
い

夏
を
満
喫
し
た
一
日
に
な
り
ま
し

た
。

　

当
事
業
所
で
は
、
利
用
者
様
に

季
節
を
感
じ
て
頂
く
事
を
テ
ー
マ

に
、
毎
月
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
で

工
作
を
行
っ
て
い
ま
す
。
個
人
制

作
と
全
体
制
作
を
実
施
し
、
職
員

と
一
緒
に
会
話
を
し
な
が
ら
、
作

品
作
り
を
行
っ
て
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。
個
人
制
作
は
完
成
後
、

各
ご
家
庭
に
持
ち
帰
ら
れ
、
中
に

は
玄
関
や
お
部
屋
に
飾
っ
て
下
さ

る
方
も
い
る
の
で
、
送
迎
時
に
拝

見
さ
せ
て
い
た
だ
く
と
嬉
し
い
気

持
ち
に
な
り
ま
す
。

　

全
体
制
作
で
作
っ
た
壁
画
は
廊

下
に
飾
ら
せ
て
い
た
だ
い
て
ま

す
。
利
用
者
様
の
中
に
は
廊
下
に

立
ち
止
ま
っ
て
、見
入
る
方
や
﹁
き

れ
い
に
で
き
ま
し
た
ね
﹂
と
言
っ

て
下
さ
る
方
も
い
ま
し
た
。

　

あ
と
は
誕
生
日
会
を
毎
月
行
っ

て
い
ま
す
。

　

お
や
つ
作
り
は
今
コ
ロ
ナ
の

為
、
実
施
で
き
て
お
ら
ず
、
変
わ

り
に
お
店
で
時
期
に
合
っ
た
お
菓

子
を
提
供
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。
感
染
予
防
を
行
い
な
が

ら
、
み
な
さ
ん
と
一
緒
に
召
し
上

が
る
ひ
と
時
を
大
切
に
し
て
い
き

た
い
で
す
。

　

今
後
も
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
等

を
通
し
て
、
利
用
者
様
に
喜
ん

で
い
た
だ
い
た
り
、
信
頼
関
係
を

よ
り
築
け
る
よ
う
に
職
員
一
丸
と

な
っ
て
尽
力
し
て
参
り
ま
す
。

飯田エリア

な
ご
み
祭

行 

事 

紹 

介

花まつり よもぎ会 4月5月梅漬け

魚つり

もぐらたたき

わなげ

お弁当

大正琴 ボール転がし

6月父の日 6月仏器磨き 7月

いい匂い。
おいしそー！

一色地区 皆さんより
じゃがいもを頂きました！！

おいしい梅漬け
になぁれ！

年に一度の
仏器磨きです。

俺みたいに
ハンサムに
ならんなぁ！

きれいに
飾れました

玉
が
い
く
つ

入
る
か
な
？

じゃがいも譲渡式誕 生 会お　盆クリスマス会福笑い

お誕生日

おめでとうございま
す

8月12月1月 毎月
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飯
田
市
か
な
え
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

ゆ
め
の
郷
ケ
ア

プ
ラ
ン
セ
ン
タ
ー

　

担
当
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い

る
方
の
、
書
道
と
短
歌
で
す
。
長

年
、
教
職
に
就
い
て
お
ら
れ
、
ご

退
職
後
も
、
お
仲
間
と
の
短
歌
の

会
や
ご
趣
味
、
ま
た
子
供
達
の
書

道
教
室
も
開
か
れ
ご
活
躍
さ
れ
て

き
ま
し
た
。
九
〇
を
超
え
ら
れ
た

今
も
、
書
道
や
短
歌
、
庭
仕
事
な

ど
、
生
き
生
き
と
お
一
人
で
の
生

活
を
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
ご
訪

問
時
に
は
、
言
葉
や
文
字
の
成
り

立
ち
、
植
物
や
地
域
の
習
わ
し
な

ど
、知
識
豊
富
な
楽
し
い
お
話
に
、

毎
回
学
ば
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。

　

こ
ち
ら
は
、
傘
や
く
す
玉
の
製

作
を
さ
れ
て
い
る
方
の
作
品
で

す
。米
寿
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
が
、

庭
木
や
金
魚
の
世
話
を
毎
日
欠
か

さ
ず
に
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
お
知
り
合
い
の
方
に
教
わ
っ
た

紙
細
工
を
、
熱
心
に
続
け
ら
れ
自

宅
に
は
た
く
さ
ん
の
作
品
が
並
ん

で
い
ま
す
。
広
告
を
丁
寧
に
サ
イ

ズ
ご
と
切
り
分
け
て
、
一
つ
一
つ

折
り
、
組
み
合
わ
せ
る
と
い
う
、

気
の
遠
く
な
る
よ
う
な
作
業
を
根

気
強
く
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
生

き
物
や
作
品
に
手
を
か
け
、
命
を

吹
き
込
む
よ
う
に
作
業
を
続
け
ら

れ
る
お
姿
に
、
心
か
ら
感
服
し
て

い
ま
す
。

　

私
ど
も
、
か
な
え
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
は
、
こ
れ
ま
で
鼎
地

区
の
多
く
の
ご
高
齢
者
の
方
々
に

関
わ
ら
せ
て
い
た
だ
く
中
で
、
沢

山
の
貴
重
な
お
話
、
生
活
の
ご
様

子
に
触
れ
て
参
り
ま
し
た
。
今
ま

で
の
生
活
、
趣
味
を
続
け
る
こ
と

は
、
お
年
を
重
ね
ら
れ
た
方
に

　

感
染
予
防
対
策
を
始
め
て
約
二

年
が
た
と
う
と
し
て
い
ま
す
。
世

の
中
で
は
、
ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
コ
ロ
ナ
～

コ
ロ
ナ
と
共
に
～
と
横
文
字
の
出

る
中
、
増
加
す
る
感
染
者
数
に
不

安
を
感
じ
る
事
と
思
い
ま
す
。
ゆ

め
の
郷
ケ
ア
プ
ラ
ン
セ
ン
タ
ー
で

は
基
本
的
な
感
染
対
策
を
行
い
飯

田
市
の
指
導
に
基
づ
き
、
ご
家
庭

の
状
況
に
合
わ
せ
対
応
し
て
お
り

ま
す
。
先
日
、
初
め
て
の
行
動
制

限
の
な
い
お
盆
休
み
と
な
り
感
染

対
策
を
し
な
が
ら
ご
家
族
で
過
ご

さ
れ
た
方
も
多
い
か
と
思
い
ま

す
。
そ
ん
な
中
、
担
当
さ
せ
て
頂

い
て
い
る
九
十
代
の
お
一
人
暮
ら

し
の
方
の
お
言
葉
に
と
て
も
驚
き

ま
し
た
。﹁
周
り
の
方
に
支
え
て

も
ら
っ
て
こ
こ
ま
で
来
た
。
そ
の

人
の
立
場
に
立
っ
た
ら
私
は
息
子

に
逢
え
ん
。
逢
え
る
時
ま
で
元
気

で
お
る
で
大
丈
夫
‼
﹂
と
。
沢
山

我
慢
し
て
い
る
中
、
周
囲
を
気
遣

う
優
し
さ
と
強
さ
に
感
動
し
ま
し

た
。
相
手
の
立
場
に
立
っ
て
物
事

を
見
る
と
い
う
大
切
な
事
に
改
め

て
気
づ
く
事
が
出
来
ま
し
た
。

　

変
わ
り
ゆ
く
日
々
の
中
で
私
達

が
知
ら
な
い
パ
ワ
ー
を
見
つ
け
、

ヒ
カ
リ
と
な
れ
る
よ
う
努
め
て
参

り
ま
す
。

「市民総健康」と「生涯現役」をめざす
共に支え合い、自ら行動する地域福祉を充実させる
※中期4年間に取り組む13の基本目標が掲げられ、上記⑦⑧抜粋

いいだ未来デザイン２０２８

と
っ
て
、
想
像
以
上
に
大
変
な
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
な
が

ら
、
在
宅
で
お
暮
し
の
皆
様
の
生

き
生
き
し
た
お
顔
を
見
る
と
、
私

た
ち
の
世
代
に
と
っ
て
も
大
き
な

希
望
に
感
じ
ま
す
。

　

飯
田
市
総
合
計
画
﹁
い
い
だ
未

来
デ
ザ
イ
ン
２
０
２
８
﹂
が
、
平

成
二
十
九
年
に
策
定
さ
れ
ま
し

た
。未
来
ビ
ジ
ョ
ン
、人
口
ビ
ジ
ョ

ン
を
設
定
し
、そ
の
実
現
に
向
け
、

時
代
の
様
々
な
変
化
に
対
応
す
る

た
め
に
定
め
ら
れ
た
四
年
毎
の
計

画
の
中
期
計
画
に
当
た
る
本
年
、

年
度
戦
略
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
中
の
基
本
目
標
に
、
次
の
よ

う
な
言
葉
が
謳
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
﹁
市
民
総
健
康
﹂﹁
生
涯
現
役
﹂

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、

飯
田
市
と
協
働
し
、
こ
れ
ら
の
目

標
に
向
か
い
、
高
齢
期
の
健
康
づ

く
り
、介
護
予
防
（
重
度
化
防
止
）

の
推
進
、
地
域
福
祉
活
動
の
推
進

等
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
後

も
地
域
で
暮
ら
す
皆
様
が
、
心
身

と
も
に
豊
か
に
過
ご
す
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、

お
手
伝
い

さ
せ
て
い

た
だ
き
た

い
と
思
っ

て
お
り
ま

す
。



8

飯田エリア

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

シ
ル
バ
ー
ハ
ウ
ス
ゆ
め
の
郷

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

四
季

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
猛
威

を
振
る
い
始
め
て
か
ら
約
三
年
が

経
ち
、
今
も
ま
だ
コ
ロ
ナ
禍
前
の

様
な
行
事
は
行
え
て
い
ま
せ
ん
。

そ
の
中
で
も
感
染
予
防
を
徹
底
し

利
用
者
様
の
ご
希
望
を
で
き
る
限

り
取
り
入
れ
な
が
ら
季
節
を
感
じ

て
頂
け
る
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
を
考

え
て
い
ま
す
。
ま
た
職
員
も
一
緒

に
楽
し
み
な
が
ら
、
利
用
者
様
の

笑
顔
が
少
し
で
も
多
く
見
ら
れ
る

様
努
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

御
家
族
様
と
の
面
会
も
一
時
は

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
レ
ベ
ル
が
下

が
り
通
常
通
り
制
限
の
な
い
面
会

が
で
き
ま
し
た
が
、
そ
れ
も
一
ケ

月
程
。
又
再
び
感
染
者
増
加
に
伴

い
直
接
面
会
が
難
し
い
状
況
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
昨
年
か

ら
引
き
続
き
、
オ
ン
ラ
イ
ン
や
窓

越
し
の
面
会
等
で
制
限
が
あ
り
御

家
族
様
に
は
大
変
ご
迷
惑
を
お
掛

け
し
て
お
り
ま

す
。
一
日
も
早
い

終
息
を
願
い
、
こ

の
コ
ロ
ナ
禍
を
乗

り
越
え
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

食
器
で
食
事
の

　

美
味
し
さ
も
変
わ
る
‼
 

　
﹁
食
べ
る
こ
と
‼
﹂は
人
に
と
っ

て
毎
日
の
楽
し
み
の
一
つ
だ
と
思

い
ま
す
。
デ
イ
の
ご
利
用
者
様
も

毎
月
の
献
立
表
を
見
て
楽
し
み
に

し
て
下
さ
っ
て
い
る
方
も
多
く
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
四
季
で
は
、

お
食
事
を
美
味
し
く
召
し
上
が
っ

て
頂
く
た
め
に
器
に
は
こ
だ
わ
り

を
持
っ
て
い
ま
す
。
食
事
の
美
味

し
さ
は
味
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
器
が
変
わ
る
だ
け
で
目
で
見

た
情
報
が
味
覚
や
触
覚
に
与
え
る

影
響
は
大
き
く
、
気
持
ち
も
違
っ

て
く
る
と
思
い
ま
す
。
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
に
比
べ
れ
ば
陶
磁
器
は
割

れ
や
す
く
重
た
い
と
言
う
欠
点
も

あ
り
ま
す
が
陶
磁
器
の
つ
る
ん
と

し
た
感
触
は
お
米
が
み
ず
み
ず
し

く
、
さ
ら
に
香
り
も
強
く
感
じ
る

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
ご

利
用
者
様
か
ら
も
﹁
食
事
が
と
て

も
美
味
し
い
﹂﹁
器
が
い
い
﹂﹁
毎

回
楽
し
み
﹂
な
ど
の
声
が
聞
か
れ

て
い
ま
す
。
又
、
夏
の
暑
い
時
期

に
は
ガ
ラ
ス
の
器
で
涼
し
げ
な
お

や
つ
を
、
冬
の
寒
い
時
期
に
は
土

鍋
で
温
か
い
お
鍋
を
提
供
し
て
い

ま
す
。
そ
の
他
に
も
、
デ
イ
周
年

記
念
週
間
に
は
お
品
書
き
の
つ
い

た
特
別
献
立
、
デ
イ
の
庭
で
の
炭

火
焼
き
、
握
り
寿
司
や
五
平
餅
な

ど
季
節
を
感
じ
ら
れ
る
メ
ニ
ュ
ー

を
提
供
し
な
が
ら
、
陶
磁
器
で
食

事
を
美
味
し
く
召
し
上
が
っ
て
頂

く
と
共
に
、
多
く
の
方
々
と
一
緒

に
食
事
を
食
べ
る
楽
し
さ
も
感
じ

て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
終
息
を
願
っ
て

書き初め

節 分お花見

梅漬け

運動会クリスマス

七 夕

花 火

トマト作り

行事紹介

笑顔でカンパイ「１３周年おめでとう！」

夏のデザート皿は
ひんやり！キラキラ！

和食器の質感が味と気分を
グレードアップ
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ご　芳　情ご　芳　情

法　　　人

●寄付金品●

天台宗務庁　490,000円／株式会社 岳　キーマ

カレー等147個

信　濃　寮

●寄付金品●

今村仲子　5,000円／藤原一二三　3,843,788円

／イオンアップルロード店　ギフトカード15,600

円／松川商店　お中元１箱／（有）今村左官所　お

中元１箱・お歳暮１箱・お年賀1箱／代田　パプリカ

6㎏／野口青果店　菓子多数・お歳暮１箱／唐澤良

治　米47㎏／鼎成人式実行委員会　箱ティッシュ・

箸多数／飯田市子育て支援課　紙パンツ・オムツ他

多数／鷲山芳照　柿・梅／一色区公民館　大根285

㎏・長ねぎ16㎏他多数／鼎地区まちづくり委員会　

じゃがいも100㎏／花田百恵　ゆず9㎏／塩澤智恵　

ゆず30㎏／今村仲子　お歳暮１箱・お中元１箱／飯

田女子短期大学　菓子１箱／三菱電機（株）中津川

製作所飯田工場　りんご２箱・りんごジュース２箱／

池内俊夫　もち米57㎏／中日本高速道路（株）飯

田保全サービスセンター　りんご３箱／尾澤商店　

お歳暮１箱／藤給食センター　柿１箱／コワフュー

ル　菓子多数・お歳暮１箱／セレモニーホール飯田　

菓子数点・うどん１箱／中田せき子　菓子１箱／日

赤奉仕団　タオル多数／（株）平安　商品券６枚／

入所者ご家族　38件

●ボランティア●

日赤奉仕団／上山年輪会

シルバーハウスゆめの郷

●寄付金品●

鷲山芳照　柿（干し柿用）２ケース／佐々木樹

朗　りんご５箱／伊藤恵一郎　みかん１箱／大

平ふじ子　菓子１箱／篠田文雄　缶コーヒー１

箱・プリン１箱／篠田文雄　ペットボトルお茶１

箱／大平ふじ子　菓子１箱（お中元）／吉澤朝一　

100,000円／佐々木樹朗　200,000円／新井清

吉　10,000円／濱島徳嗣　50,000円

デイサービスセンター四季

●寄付金品●

小林みツ子　菓子１箱／関島久美　尿取りパット

１袋（30枚入）／建石由美子　菓子１箱／木下道

子　菓子１箱／中島守一　菓子２箱／建石徹　菓

子１箱／牧野光男　菓子１箱／倉田秀子　菓子２

箱／奥村タヅ子　干し芋１箱／木下道子　りんご

１箱・りんごジュース３本／奥村タヅ子　干し芋１

袋／吉川菊香　いちご12パック・メイバランス４

ケース／木下道子　菓子２箱／奥村タヅ子　たけ

のこ４本／森本凖子　ほうれん草４袋／森本凖子　

ほうれん草５袋／福島由美子　紙パンツ２パッ

ク／塩澤久美子　ブルーベリー2.5㎏／関島ユキ　

菓子２箱

かなえデイサービス

●寄付金品●

原順子　菓子詰合せ１箱／酒井菖子　菓子詰合せ

１箱／新井智子　菓子詰合せ１箱／矢澤愛子　菓

子３袋／鎌倉美子　紙オムツ、パット等５袋／矢

澤俊克　菓子１袋／伊藤里江　リンゴ１箱／菅沼

英明　ジュース１箱・菓子詰合せ１箱／福岡荘二　

菓子詰合せ１箱／須甲ハナ　菓子３袋／橋爪幸

子　さくらんぼ１箱／飯田市赤十字奉仕団　紙芝

居（ビデオ版）２巻

自　令和３年８月16日　至　令和４年８月15日
　社会福祉法人萱垣会経営の各施設に対し、特別ご寄付ならびに慰問金
品のご厚志、ご援助を頂きました。多くの皆さま方に厚く御礼申し上げ
ます。（敬称略）

ベトナム人スタッフの紹介
　ゆめの郷では４名のベトナム人介護スタッフが働いています。日々の仕事に加え、介護福祉士の取得を目指し
勉強も頑張っています。
　４名は、同じ大学（国立ナムディン看
護大学）出身の同志です。私生活におい
ても協力しながら日本の生活を楽しんで
います。
　面会制限もあり、ご家族にお会いする
機会は少ないですが、お越しの際には、
笑顔が素敵なスタッフなので是非とも声
を掛けてください。 リンさんフイ君ビンさんタイ君
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阿南エリア

な
ご
み
ユ
ニ
ッ
ト

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

赤
石
寮

ひ
だ
ま
り
ユ
ニ
ッ
ト

あ
じ
さ
い
ユ
ニ
ッ
ト

　

今
年
度
の
ひ
だ
ま
り
ユ
ニ
ッ
ト

目
標
は
﹃
利
用
者
様
の
気
持
ち
に

寄
り
添
い
メ
リ
ハ
リ
の
あ
る
生
活

が
送
れ
る
よ
う
に
す
る
﹄
に
な
っ

て
い
ま
す
。
赤
石
寮
の
大
き
な
掲

示
板
に
は
今
年
﹁
希
望
の
樹
﹂
が

あ
り
ま
す
。
利
用
者
様
の
や
り
た

い
事
を
実
現
し
て
頂
く
た
め
に
、

利
用
者
様
個
人
の
希
望
を
お
聞
き

し
、
意
思
表
示
で
き
な
い
方
は
職

員
が
そ
の
方
の
気
持
ち
を
汲
み
取

り
、
年
度
の
目
標
と
し
て
掲
げ
て

い
ま
す
。
利
用
者
様
の
希
望
の
多

く
は
﹁
家
を
見
に
行
き
た
い
﹂
や

﹁
出
か
け
て
美
味
し
い
物
を
食
べ

た
い
﹂
な
ど
が
多
く
上
が
っ
て
お

　

今
年
度
の
な
ご
み
ユ
ニ
ッ
ト
で

は
﹁
決
め
ら
れ
た
物
や
方
法
で
統

一
し
た
ケ
ア
を
行
い
安
心
し
て
過

ご
し
て
頂
く
。
空
い
た
時
間
や
レ

ク
の
日
に
出
来
る
事
を
行
い
笑
顔

を
増
や
そ
う
﹂
を
ユ
ニ
ッ
ト
目
標

に
し
て
日
々
利
用
者
様
と
関
わ
っ

て
い
ま
す
。
昨
年
と
似
た
よ
う
な

目
標
で
す
が
、
ケ
ア
の
統
一
が
な

か
な
か
難
し
く
利
用
者
様
に
安
心

し
て
過
ご
し
て
い
た
だ
く
為
に
は

必
要
な
こ
と
だ
と
思
い
今
年
度
も

目
標
に
掲
げ
、
昨
年
出
来
な
か
っ

た
点
を
改
善
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

レ
ク
に
関
し
て
は
昨
年
、
時
間

〜
い
つ
も
の
介
助
に「
ひ
と
手
間
」

か
け
よ
う
〜

や
人
を
な
か
な
か
と
る
こ
と
が
出

来
ず
実
施
出
来
た
事
が
少
な
か
っ

た
の
で
す
が
今
年
度
は
、
中
庭
の

散
歩
や
、
か
る
た
と
り
、
風
船
バ

レ
ー
等
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が

増
え
ま
し
た
。
又
﹁
自
宅
へ
行
き

た
い
﹂
と
い
っ
た
希
望
の
あ
る
利

用
者
様
に
は
他
部
署
の
協
力
を
得

て
実
現
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
感
想
を
伺
う
と
満
面
の
笑
み

で
﹁
行
っ
て
き
た
ん
な
﹂
と
話
を

し
て
下
さ
り
ま
し
た
。
自
宅
へ
行

き
た
い
、
家
族
に
会
い
た
い
希
望

　

赤
石
寮
で
は
、
数
年
前
よ
り
毎

朝
の
申
し
送
り
時
に
﹁
接
遇
の
信

条
﹂
と
い
う
日
々
心
掛
け
て
い
き

た
い
ポ
イ
ン
ト
を
唱
和
し
て
い
ま

す
。こ
れ
を
始
め
た
き
っ
か
け
は
、

利
用
者
様
か
ら
﹁
怖
い
職
員
が
い

る
﹂
と
い
う
声
が
度
々
聞
こ
え
て

き
た
か
ら
で
す
。
声
の
大
き
さ
や

語
尾
の
強
さ
、
一
つ
一
つ
の
介
助

時
の
言
動
が
﹁
怖
い
﹂
と
い
う
イ

メ
ー
ジ
を
作
っ
て
し
ま
っ
て
い
る

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

普
段
の
業
務
の
中
で
気
に
し
て

い
る
と
、﹁
一
言
声
を
か
け
て
か

ら
介
助
す
れ
ば
い
い
の
に
﹂﹁
今

の
、
言
い
方
が
キ
ツ
イ
な
﹂
と
思

う
場
面
が
あ
り
ま
す
。

　

例
え
ば
、
利
用
者
様
を
ト
イ
レ

に
案
内
す
る
と
き
に
、
車
椅
子
の

ブ
レ
ー
キ
を
外
し
て
か
ら
﹁
ト
イ

レ
に
行
き
ま
す
よ
﹂
と
声
を
か
け

車
椅
子
を
押
し
て
い
る
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
。
ブ
レ
ー
キ
を
外
す
と

い
う
﹁
行
動
﹂
の
前
に
﹁
ト
イ
レ

り
、
現
在
外
出
の
制
限
が
か
か
る

中
で
希
望
の
樹
に
花
を
咲
か
せ
よ

う
と
出
か
け
る
チ
ャ
ン
ス
を
楽
し

み
に
待
ち
な
が
ら
過
ご
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

で
は
、
外
出
の
チ
ャ
ン
ス
が
来

る
前
に
私
達
が
出
来
る
事
は
？
私

は
、
食
事
の
前
に
﹁
ト
イ
レ
は
大

丈
夫
で
す
か
？
﹂
お
風
呂
の
前
に

﹁
ト
イ
レ
行
っ
て
お
き
ま
す
か
？
﹂

と
聞
く
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
何

故
ト
イ
レ
の
事
ば
っ
か
り
聞
く
の

か
？
﹁
ト
イ
レ
に
行
く
事
な
ん
て

あ
た
り
ま
え
じ
ゃ
な
い
か
？
﹂
と

思
わ
れ
る
方
も
い
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
普
段
の
生
活
で
頻
繁
に

ト
イ
レ
で
排
泄
ケ
ア
を
行
う
事
は

そ
れ
は
も
う
大
変
な
事
で
す
。﹁
オ

ム
ツ
が
当
た
っ
て
る
か
ら
大
丈
夫

で
す
よ
﹂﹁
さ
っ
き
も
ト
イ
レ
に

行
っ
た
か
ら
大
丈
夫
で
す
よ
﹂
そ

う
話
す
職
員
も
少
な
か
ら
ず
い
ま

す
。
し
か
し
、
ひ
と
手
間
か
け
る

事
で
、﹁
利
用
者
様
の
立
位
保
持

に
よ
る
Ａ
Ｄ
Ｌ
の
向
上
﹂
ト
イ
レ

に
座
っ
て
用
を
足
す
事
で
、
パ
ッ

ト
の
﹁
不
快
感
の
軽
減
﹂
と
一
石

何
鳥
に
も
な
り
え
る
介
助
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
﹁
ひ
と
手
間
﹂
と
は
何
か
？
主

婦
の
職
員
に
聞
い
た
所
、﹃
大
根

の
面
取
り
﹄
と
答
え
て
く
れ
ま
し

た
。﹁
や
ら
な
く
て
も
い
い
け
ど
、

や
っ
て
お
く
と
意
外
と
調
子
が
い

い
﹂
利
用
者
様
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
向
上
の

た
め
に
﹁
ひ
と
手
間
﹂
を
惜
し
ま

ず
実
践
で
き
る
よ
う
に
ユ
ニ
ッ
ト

一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
む
努
力
を

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

を
持
つ
方
は
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
す
。
今
の
ご
時
世
直
接
会
う
こ

と
は
難
し
い
で
す
が
、
今
の
状
況

に
合
わ
せ
た
ス
タ
イ
ル
で
多
部
署

と
協
力
し
な
が
ら
実
現
し
笑
顔
を

増
や
し
て
い
け
る
よ
う
に
努
力
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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新
野
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

は
な
の
き
荘

赤
石
寮
居
宅
介
護

支
援
事
業
所

新
野
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
セ
ン
タ
ー

は
な
の
き

　

ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
セ
ン
タ
ー
は
な

の
き
は
、
平
成
十
四
年
に
開
設
さ

れ
、
二
十
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
多
く
の
利
用
者
様
と

の
ご
縁
を
頂
き
ま
し
た
こ
と
に
感

謝
い
た
し
ま
す
。

　

訪
問
時
に
は
い
つ
も

﹃
あ
り
が
と
ね
。待
っ
と
っ
た
に
。﹄

﹃
あ
り
が
と
ね
。
ま
た
来
て
ね
﹄

と
声
を
掛
け
て
頂
き
、
こ
ち
ら
こ

そ﹁
あ
り
が
と
う
﹂の
想
い
で
い
っ

ぱ
い
に
な
り
ま
す
。

　

他
愛
な
い
話
を
し
な
が
ら
も
、

体
調
の
変
化
は
な
い
か
？
ど
ん
な

支
援
が
必
要
だ
ろ
う
か
？
等
利
用

者
様
に
寄
り
添
っ
た
援
助
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

に
動
い
て
も
良
い
で
す
か
﹂
と
利

用
者
様
に
許
可
を
得
る
声
掛
け
が

で
き
れ
ば
、
利
用
者
様
も
安
心
で

き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
﹁
○
○
し
て
﹂
と
仰
る
利
用
者

様
に
﹁
ち
ょ
っ
と
待
っ
て
て
﹂
と

言
う
声
が
聞
こ
え
て
き
ま
す
。
優

先
順
位
を
付
け
て
直
ぐ
に
対
応
で

き
な
い
時
も
あ
り
ま
す
が
、﹁
○

○
を
し
て
か
ら
来
ま
す
ね
﹂
と
い

う
返
事
が
あ
れ
ば
、
嫌
な
思
い
を

せ
ず
、
安
心
し
て
待
つ
こ
と
が
出

来
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

忙
し
く
て
も
、
利
用
者
様
の
事

を
考
え
て
、
優
し
い
対
応
を
心
が

　

今
年
の
夏
も
暑
く
、
避
暑
地
の

は
ず
だ
っ
た
新
野
高
原
で
も
ク
ー

ラ
ー
が
活
躍
し
て
い
ま
す
。

﹃
昔
は
学
生
村
が
あ
り
、
夏
に
は

学
生
さ
ん
た
ち
が
涼
し
い
新
野
に

勉
強
に
来
て
賑
や
か
だ
っ
た
に

な
ぁ
。﹄

﹃
い
つ
か
ら
気
温
が
三
十
度
超
え

る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
な
ぁ
。﹄

﹃
盆
が
く
り
ゃ
ぁ
涼
し
く
な
る
ら
﹄

と
、
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
す
。

　

新
野
の
夏
と
言
え
ば
盆
踊
り
。

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
時
間
に
は

盆
唄
を
流
し
な
が
ら
金
魚
す
く
い

（
紙
で
作
っ
た
金
魚
で
す
が
・・・
）

や
、
輪
投
げ
、
ボ
ー
リ
ン
グ
等
の

ゲ
ー
ム
を
し
、
レ
ク
の
時
間
の
終

わ
り
に
は
、
若
い
頃
音
頭
取
り

だ
っ
た
利
用
者
様
を
中
心
に
、
皆

で
盆
唄
を
歌
い
ま
し
た
。

　

今
年
も
、
利
用
者
様
に
七
夕
飾

り
を
作
っ
て
も
ら
い
、
一
人
一
人

短
冊
に
願
い
事
も
書
い
て
も
ら
い

ま
し
た
。

﹃
夢
で
も
い
い
の
で
お
父
さ
ん
の

顔
が
見
た
い
﹄

﹃
孫
が
元
気
で
お
り
ま
す
よ
う
に
﹄

﹃
元
気
に
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
通
い

た
い
﹄

﹃
コ
ロ
ナ
ど
っ
か
行
け
﹄

等
、
色
々
な
願
い
が
短
冊
に
込
め

ら
れ
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

で
、
ま
だ
ま
だ
様
々
な
制
限
が
あ

り
ま
す
が
、﹁
今
日
も
一
日
楽
し

か
っ
た
﹂
と
笑
顔
で
言
っ
て
頂
け

る
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
あ
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

介
護
が
必
要
な
状
況
に
な
っ
て

も
、
住
み
慣
れ
た
家
で
暮
ら
し
続

け
る
こ
と
が
出
来
た
ら
と
、
誰
も　

が
願
っ
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま

す
。

　

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
必
要
と
さ
れ

る
皆
様
が
、
ご
自
宅
で
の
暮
ら
し

を
安
心
し
て
可
能
な
限
り
続
け
ら

れ
る
よ
う
に
、
本
人
は
勿
論
、
ご

家
族
様
の
お
言
葉
や
行
動
か
ら
、

そ
の
想
い
を
く
み
取
り
、
最
適
な

介
護
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
よ

う
に
、
お
手
伝
い
さ
せ
て
い
た
だ

け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　

介
護
に
つ
い
て
不
安
を
お
持
ち

の
方
は
、
お
気
軽
に
お
声
を
掛
け

て
く
だ
さ
い
。

　

行
政
・
医
療
・
居
宅
サ
ー
ビ
ス

事
業
所
と
の
連
携
を
密
に
し
、
安

心
で
き
る
生
活
を
一
緒
に
考
え
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

支
援
ハ
ウ
ス
に
は
現
在
、
男
性

一
名
女
性
六
名
の
七
名
が
生
活
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
為
、

以
前
の
様
に
、
施
設
長
を
交
え
て

の
お
茶
会
や
、
五
平
餅
や
巻
き
寿

司
を
作
っ
て
の
食
事
会
な
ど
の
お

楽
し
み
会
が
で
き
な
い
状
況
が
続

い
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
中
、
週
に
一
度
の
移
動

販
売
車
で
の
買
い
物
が
楽
し
み
の

一
つ
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

新
野
高
齢
者
支
援
ハ
ウ
ス

け
る
こ
と
で
、
利
用
者
様
が
嫌
な

思
い
を
し
な
い
で
生
活
が
送
れ
る

と
思
い
ま
す
。

　
﹁
忙
し
く
て
も
利
用
者
様
の
た

め
に
頑
張
ろ
う
﹂
こ
の
ユ
ニ
ッ
ト

目
標
に
は
、
利
用
者
様
の
希
望
を

か
な
え
よ
う
、
と
い
う
意
味
も
あ

り
ま
す
が
、
限
ら
れ
た
空
間
で
快

適
に
過
ご
せ
る
お
手
伝
い
を
し
よ

う
、
と
い
う
意
味
も
あ
る
と
思
い

ま
す
。
と
言
っ
て
い
る
私
に
も
、

ま
だ
ま
だ
至
ら
な
い
と
こ
ろ
が
多

い
と
は
思
い
ま
す
が
、﹁
利
用
者

様
の
た
め
﹂
を
常
に
心
に
と
め

て
、
自
分
の
言
動
に
責
任
を
持
て

る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
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阿南エリア

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

や
す
ら
ぎ
の
郷

　

や
す
ら
ぎ
の
郷
で
は
、
毎
朝
午

前
の
お
茶
の
前
、
皆
で
集
ま
っ
て

体
操
を
し
て
い
ま
す
。
体
を
動
か

し
た
り
、
歌
を
歌
っ
た
り
、
時
に

は
こ
と
わ
ざ
で
頭
の
体
操
を
し
た

り
し
て
い
ま
す
。
一
人
で
は
な
か

な
か
出
来
な
い
事
も
皆
と
一
緒
だ

と
だ
ん
だ
ん
と
声
が
出
た
り
、
毎

日
や
っ
て
い
る
と
、
自
然
と
体
が

動
い
た
り
、
継
続
の
大
切
さ
を
感

じ
て
い
ま
す
。

　

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
で
生
活
を
す

る
こ
と
に
な
っ
て
も
、
自
宅
に
い

る
時
の
様
に
、
お
掃
除
し
た
り
、

お
料
理
を
し
た
り
、
出
来
る
事
は

何
で
も
や
っ
て
頂
い
て
い
ま
す
。

　

畑
や
料
理
な
ど
は
職
員
よ
り
も

詳
し
く
、﹁
こ
う
や
っ
て
や
る
と

良
い
よ
﹂
と
教
え
て
く
だ
さ
い
ま

す
。
働
き
な
が
ら
も
、
勉
強
に
な

る
事
ば
か
り
で
す
。
加
齢
や
病
気

で
出
来
な
く
な
っ
た
部
分
は
お
手

伝
い
さ
せ
て
頂
き
ま
す
が
、
一
緒

に
生
活
を
楽
し
ま
せ
て
頂
い
て
い

て
、
と
て
も
あ
り
が
た
い
で
す
。

　

保
育
園
の
交
流
会
も
、
一
緒
に

イ
モ
掘
り
を
し
た
り
、
外
で
行
う

事
で
感
染
防
止
に
努
め
な
が
ら
、

今
年
も
開
催
す
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。
園
児
の
元
気
な
声
や
顔
を

見
る
と
、
利
用
者
さ
ん
も
元
気
を

も
ら
っ
て
、
素
敵
な
笑
顔
が
見
ら

れ
ま
す
。

　

季
節
ご
と
に
、
お
花
見
ド
ラ
イ

ブ
に
出
掛
け
た
り
、
毎
月
、
お
楽

し
み
日
を
作
っ
て
、
季
節
に
合
っ

た
行
事
も
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
ク

リ
ス
マ
ス
に
は
、
今
年
も
﹁
ジ
ュ

リ
ー
ズ
﹂
に
よ
る
演
奏
会
を
聞
く

事
が
出
来
ま
し
た
。
生
の
演
奏
が

聞
け
て
、心
地
よ
さ
そ
う
で
し
た
。

　

週
に
一
度
、
移
動
販
売
車
﹁
と

く
し
丸
﹂
が
来
て
く
れ
ま
す
。
自

　

ご
家
族
と
、
電
話
や
手
紙
、
ビ

デ
オ
通
話
で
や
り
取
り
を
し
て
い

ま
す
。
画
面
越
し
だ
と
不
思
議
が

る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
が
、

ご
家
族
の
方
の
顔
を
見
る
事
が
出

来
て
、
嬉
し
そ
う
で
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
の
生
活
も
長
く
な

り
、
外
出
控
え
な
ど
に
よ
る
筋
力

低
下
や
精
神
面
で
の
落
ち
込
み
な

ど
が
心
配
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

き
ま
し
た
。感
染
予
防
を
し
つ
つ
、

現
在
の
状
況
の
中
で
も
楽
し
ん
で

生
活
で
き
る
よ
う
に
工
夫
し
て
い

ま
す
。　

〜
コ
ロ
ナ
禍
で
も
楽
し
く

分
で
好
き

な
も
の
を

選
ん
で
お

買
い
物
が

出
来
て
、

と
て
も
う

れ
し
そ
う

で
す
。
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ご　芳　情ご　芳　情
自　令和３年８月16日　至　令和４年８月15日
　社会福祉法人萱垣会経営の各施設に対し、特別ご寄付ならびに慰問金
品のご厚志、ご援助を頂きました。多くの皆さま方に厚く御礼申し上げ
ます。（敬称略）

赤　石　寮

●寄付金品●

下條村　5千円／山本盛茂　13万円／佐藤よしえ　

10万円

●慰問品●

池田佳照　ぶどう１箱／伊東啓子　野菜ジュース

１箱／佐々木朗　コーヒー1箱／金田三千男　梨・

リンゴ各１ケース／深見香保子　ぶどう／宮島義

光　梨１箱／日本即席食品工業協会　即席めん

80ケース／夏目智成　米30㎏／金田重利　リン

ゴジュース60本／村松忠六　サツマイモ５㎏／青

山まち子　富有柿２箱／村松仲恵　みかん１ケー

ス／村松みちよ　みかん１ケース／熊谷裕司　タ

オル・シーツ／（有）古松屋商店　缶ビール１箱

／佐々木朗　スティックコーヒー１箱／村澤すぎ

子　リンゴ１ケース／金田ますみ　みかん２箱・玉

ねぎ１箱／塩澤智恵　ゆず２箱／古田屋　缶ビー

ル１箱／村松忠六　みかん・イチゴ・漬物／イワタ

ニ　ハンドソープ／後藤新次　BOXティッシュ60

箱／栗生龍幸　生花・みかん１箱／花田百恵　ゆ

ず１箱／後藤ちえ　みかん１箱／金田三千男　リ

ンゴ１箱・みかん１箱／玉置洋一　スティックコー

ヒー１箱／金田モータース　清酒２升／今村左官

所　リンゴ１箱／金田豊　みかん１箱／関島睦子　

干し柿１袋／後藤直明　スティックコーヒー１箱／

金田三千男　リンゴ１箱・みかん１箱／熊谷妙子　

お茶２パック／ホーエー　消毒液4.5ℓ×3本／後

藤龍之　デコポン１箱／金田三千男　イチゴ１箱

／小泉健一　イチゴ３箱／村松喜男　お茶２パッ

ク／小澤勝美　果物盛り合わせ／村澤侔　缶コー

ヒー２箱／後藤新次　BOXティッシュ　60箱／金

田モータース　瓶ビール12本／（有）古松屋商店　

缶ビール１箱／小嶋孝春　とうもろこし30本／村

澤すぎ子　ペットボトル入りお茶１箱／村松忠六　

ボトルコーヒー１箱／高橋雄三　衣類１箱

新野デイサービスセンターはなのき荘

●慰問金品●

奥田睦恵　梅漬け１袋／金田うた子　カップヌー

ドル１箱／後藤千代子　紙パンツ・パット類８袋／

金田好枝　リンゴ２箱／板倉徳治　みかん１箱／

栗生廣子　吸引器一式・紙オムツ・パット類多数

／榊原高世　スティックコーヒー７箱／勝野久子　

リンゴジュース１箱／金田直江　みかん１袋／栗

生功　漬物１袋／後藤龍之　デコポン１箱／鈴木

廣司　紙オムツ・パット類多数／金田靖子　コー

ヒー２箱／後藤千代子　衣類多数・車椅子１台／

吉岡満江　ジュース２箱／栗生廣子　トウモロコ

シ１箱／金田千栄　卵１箱

グループホームやすらぎの郷

●寄付金品●

細川　5千円

●慰問品●

松村ひろ子　メロン１個・しらす干し１箱・鮭フ

レーク１箱・卵焼き１箱・ジュース30本／金田敬　

スイカ２玉・かぼちゃ２個／村松幸廣　スイカ１玉

／城田照美　バームクーヘンたくさん／伊東俊樹　

草餅２箱・菓子１箱・饅頭１箱・どら焼き１箱・お

菓子３箱・ゼリー１箱・草餅10個・そば饅頭10個

／藤沢　かぼちゃ／安野正和　ようかん１箱・お

菓子１箱／伊東尚志　ケーキ・餃子・しゅうまい５

箱・ようかん１箱／金田洋一　菓子３箱／米沢リエ　

お菓子１箱／熊谷照子　りんご・饅頭１箱・洋梨・

お菓子１箱・コーヒーギフト／池田晶子　トマト沢

山・冬菜１袋他野菜たくさん／金田朗　お菓子１

箱／時原恵子　ナス１袋・饅頭10個・野菜たくさ

ん／松村雅子　どら焼き１箱・ケーキ・みかん・プ

リン等18個／新井その子　お菓子１箱・ゼリー詰

め合わせ／金田安江　みかん１箱／栗生商店　お

菓子２箱／細川静江　バスタオルセット／金田功　

お菓子２箱／飛田和子　お菓子／熊谷さかえ　お

菓子２袋・きゅうり／村松好子　きゅうり

その他多くの面会の方や御家族の方から、野菜・

果物・菓子等をいただきました。



14

下條エリア

養
護
盲
老
人
ホ
ー
ム

光
の
園

光
の
園

ケ
ア
プ
ラ
ン
セ
ン
タ
ー

お
花
見
ド
ラ
イ
ブ

　

〜
ラ
ジ
オ
の
実
況
中
継
〜

心
の
眼
で
俳
句
を
詠
む

　

〜
俳
句
ク
ラ
ブ

五
十
年
の
歩
み
〜

野
菜
作
り
を
生
き
が
い
に

　

〜
そ
の
方
ら
し
い

暮
ら
し
の
お
手
伝
い
〜

　

季
節
が
巡
り
、
暖
か
さ
に
身
も

心
も
ウ
キ
ウ
キ
し
始
め
る
頃
、
毎

年
お
花
見
の
ド
ラ
イ
ブ
へ
出
か
け

ま
す
。

　

視
覚
に
障
が
い
の
あ
る
方
に
、

お
花
見
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
た

め
に
、
何
と
伝
え
よ
う
か
、
毎
回
、

悩
む
と
こ
ろ
で
も
あ
り
ま
す
。

　

楽
し
み
方
は
十
人
十
色
。
話
題

は
車
内
の
皆
さ
ま
に
合
わ
せ
て
選

び
ま
す
。
例
え
ば
、
下
條
村
出
身

の
方
に
は
現
在
走
っ
て
い
る
地
区

の
名
前
を
、
花
が
好
き
な
方
に
は

道
沿
い
に
赤
白
黄
色
の
チ
ュ
ー

リ
ッ
プ
が
揺
れ
て
い
る
こ
と
を
お

伝
え
し
ま
す
。

　

目
的
地
の
公
園
に
着
き
、
ず
っ

と
鳴
り
響
い
て
い
た
エ
ン
ジ
ン
を

止
め
、
静
か
で
暖
か
な
日
差
し
と

風
の
中
、
遠
く
か
ら
響
く
子
ど
も

た
ち
の
声
を
聞
き
な
が
ら
散
策
へ

ご
案
内
し
ま
す
。

　

枝
垂
桜
の
木
の
下
へ
ご
案
内

し
﹁
花
は
薄
い
ピ
ン
ク
色
で
、
濃

い
色
の
つ
ぼ
み
も
つ
い
て
い
ま
す

よ
﹂﹁
今
、
桜
の
花
に
囲
ま
れ
て

い
ま
す
﹂
と
お
伝
え
す
る
と
、﹁
そ

う
か
ぁ
﹂
と
利
用
者
さ
ま
の
目
じ

り
も
下
が
り
ま
す
。
つ
ぼ
み
に
触

れ
て
い
た
だ
く
と
﹁
大
事
だ
な
﹂

と
手
の
ひ
ら
で
そ
っ
と
包
ん
で
お

ら
れ
ま
し
た
。

　

強
い
風
に
舞
っ
た
桜
の
花
び
ら

が
、
お
茶
の
コ
ッ
プ
へ
ふ
わ
り
と

入
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。﹁
桜

茶
か
！
い
い
ね
え
！
﹂
と
喜
ぶ
声

と
、﹁
俺
の
と
こ
ろ
に
は
入
っ
て

な
い
の
か
？
﹂
と
う
ら
や
む
声
に

皆
で
大
笑
い
を
し
ま
し
た
。

　

ふ
と
し
た
瞬
間
も
逃
さ
ず
に
お

伝
え
す
る
こ
と
。
そ
ん
な
工
夫
を

継
続
し
て
い
き
ま
す
。（
後
藤
伸
）

　

句
集
﹃
山
天
﹄
を
創
刊
号
か
ら

順
に
目
を
通
し
て
い
ま
す
。
色
と

り
ど
り
の
句
集
を
手
に
取
っ
て
み

ま
す
と
五
十
年
の
歩
み
の
尊
さ
を

　
﹁
二
ヵ
月
ほ
ど
入
院
し
退
院
後

も
家
で
療
養
し
て
い
る
の
で
、
お

じ
い
さ
ん
の
足
腰
が
弱
っ
て
し

ま
っ
て
﹂
と
ご
家
族
よ
り
相
談
が

あ
り
ま
し
た
。

　

活
動
範
囲
が
減
っ
た
こ
と
も
あ

り
、
外
出
の
機
会
と
し
て
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
を
計
画
し
ま
し

た
。
地
域
の
方
と
の
交
流
を
と
お

し
て
、
日
を
追
う
ご
と
に
ご
本
人

の
表
情
も
生
き
生
き
と
さ
れ
、
活

動
量
も
増
え
足
腰
も
安
定
し
て
き

ま
し
た
。
自
宅
で
の
散
歩
も
再
開

さ
れ
、そ
れ
か
ら
間
も
な
く
し
て
、

自
宅
前
の
畑
で
奥
さ
ま
と
野
菜
作

り
を
さ
れ
る
姿
が
見
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
の
で
す
。
畑
に
は
何
種

類
も
の
野
菜
が
育
ち
、
シ
ル
バ
ー

カ
ー
を
使
い
な
が
ら
作
業
さ
れ
て

い
ま
す
。﹁
野
菜
作
り
が
で
き
る

ほ
ど
元
気
に
な
っ
て
良
か
っ
た
﹂

と
ご
家
族
も
喜
ば
れ
、
お
二
人
を

温
か
く
見
守
っ
て
く
だ
さ
っ
て
い

ま
す
。

　
﹁
ひ
孫
の
入
学
式
を
見
ら
れ
る

よ
う
に
元
気
で
い
た
い
﹂
と
、
今

日
も
畑
に
出
て
お
二
人
の
ペ
ー
ス

で
野
菜
作
り
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
そ
の
方
ら
し
い
暮

ら
し
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
お
手

伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。　
　
　
　
（
福
沢
寿
）

実
感
し
ま
す
。　
　

　

開
設
間
も
な
い
昭
和
四
十
七
年

の
夏
。
手
探
り
の
中
、
俳
句
ク
ラ

ブ
は
産
声
を
あ
げ
た
と
長
年
俳
句

ク
ラ
ブ
を
指
導
さ
れ
て
き
た
中
村

喜
子
先
生
は
教
え
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。
多
く
の
秀
句
が
生
ま
れ
そ

し
て
多
く
の
友
も
ま
た
見
送
り
、

毎
年
発
刊
し
続
け
て
き
た
句
集

﹃
山
天
﹄
も
今
年
で
五
十
号
を
数

え
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。

　

毎
月
の
定
例
句
会
で
は
、
光
の

園
の
周
り
に
自
生
す
る
草
花
を
飾

り
、
目
に
見
え
る
空
・
山
・
植
物

を
丁
寧
に
皆
さ
ま
に
お
伝
え
し
て

い
ま
す
。
ク
ラ
ブ
開
設
当
初
か
ら

受
け
継
が
れ
る
句
会
の
雰
囲
気
作

り
も
大
切
に
守
り
続
け
て
い
ま

す
。
些
細
な
お
手
伝
い
で
す
が
、

皆
さ
ま
は
私
ど
も
の
拙
い
言
葉
を

ヒ
ン
ト
に
作
句
に
取
り
組
ま
れ
て

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
仲
間
の
俳

句
に
耳
を
傾
け
互
い
に
感
性
を
磨

き
合
い
、
ク
ラ
ブ
活
動
の
時
間
は

あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
去
り
ま

す
。
心
の
眼
で
季
節
を
感
じ
と
ら

れ
る
鋭
さ
に
頭
が
下
が
り
ま
す
。

　

ク
ラ
ブ
の
参
加
理
由
は
そ
れ
ぞ

れ
で
す
が
、﹃
俳
句
﹄
と
い
う
一

筋
の
光
を
道
標
に
、
仲
間
と
共
に

楽
し
ま
れ
て
き
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　
﹁
俳
句
は
私
の
生
き
が
い
で
す
﹂

と
ク
ラ
ブ
員
の
方
は
お
っ
し
ゃ
い

ま
し
た
。

　

俳
句
が
ロ
ウ
ソ
ク
の
灯
の
よ
う

に
、
こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ま
を
や
さ

し
く
照
ら
し
続
け
ま
す
。（
林
加
）

おっ！

仲間と楽しむ俳句会

インゲンがたくさん採れたに
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介
護
老
人
福
祉
施
設

第
二
光
の
園

光
の
園

ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
セ
ン
タ
ー

五
月
五
日
は
特
別
な
日

　

〜
制
限
が
あ
る
中
で
も

楽
し
み
た
い
‼
〜

私
た
ち
の
新
し
い
憩
い
の
場

　

〜
コ
ロ
ナ
禍
で
外
出
が

難
し
い
中
で
も
〜

　

い
つ
も
お
元
気
で
散
歩
に
出
か

け
る
と
﹁
わ
ぁ
、
き
れ
い
だ
ね
。

こ
れ
は
何
て
い
う
花
か
な
？
﹂
と

草
花
に
も
興
味
津
々
。
歌
も
お
好

き
で
十
八
番
の
﹃
リ
ン
ゴ
の
唄
﹄

を
い
つ
も
手
拍
子
と
共
に
歌
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

五
月
五
日
の
誕
生
日
が
近
づ

き
、
ど
う
す
れ
ば
思
い
出
に
残
る

一
日
に
で
き
る
だ
ろ
う
？
と
考

え
、
外
出
を
計
画
し
ま
し
た
。
昼

食
は
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
を
し
て
外
で

食
事
を
と
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
大
好
き
な
コ
ー
ヒ
ー
と

サ
ン
ド
イ
ッ
チ
を
テ
イ
ク
ア
ウ
ト

し
、
近
く
の
公
園
で
過
ご
し
ま
し

た
。﹁
美
味
し
い
ん
だ
も
ん
。
食

べ
ら
れ
る
﹂
と
完
食
さ
れ
、﹁
こ

こ
は
ツ
ツ
ジ
が
満
開
で
す
ご
い

ね
﹂と
景
色
を
楽
し
ま
れ
ま
し
た
。

　

こ
ど
も
の
日
で
も
あ
り
、園
内

に
吊
る
し
て
あ
る
た
く
さ
ん
の
鯉

の
ぼ
り
を
バ
ッ
ク
に
し
な
が
ら
、

コ
ー
ヒ
ー
を
片
手
に
﹃
こ
い
の
ぼ

り
﹄を
熱
唱
さ
れ
、他
に
も
数
曲
歌

を
披
露
し
て
く
だ
さ
り
、そ
こ
は

も
う
ス
テ
ー
ジ
と
な
っ
て
い
ま
し

　

車
の
修
理
や
販
売
を
さ
れ
て
い

る
ご
夫
妻
。
訪
問
時
に
﹁
車
が
売

れ
た
よ
﹂
と
喜
ん
で
話
を
し
て
く

だ
さ
る
と
、
こ
ち
ら
ま
で
嬉
し
く

な
り
元
気
を
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ご
主
人
が
突
然
の
大
病
に
お
か

さ
れ
、
長
年
続
け
て
来
ら
れ
た
商

た
。誕
生
日
を
最
後
ま
で
楽
し
ん

で
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
、帰
り

の
車
内
で
は
普
段
か
ら
よ
く
聞
か

れ
て
い
る
Ｃ
Ｄ
を
か
け
、歌
い
な

が
ら
笑
顔
で
帰
園
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
ん
な
ご
時
世
だ
か
ら
と
、
そ

の
方
の
可
能
性
や
行
動
の
幅
が
狭

ま
っ
て
し
ま
う
の
は
悲
し
い
こ
と

で
す
。
日
々
の
穏
や
か
な
生
活
の

中
に
も
特
別
な
日
や
刺
激
の
あ
る

一
日
を
作
り
﹁
こ
こ
で
の
暮
ら
し

も
い
い
な
﹂
と
思
っ
て
い
た
だ
け

る
よ
う
工
夫
を
重
ね
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
皆
で
明
る
く
、
時

に
は
ひ
と
息
つ
い
て
楽
し
み
や
生

き
が
い
を
見
つ
け
な
が
ら
過
ご
し

て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。（
中
山
）

　

昨
年
、
屋
上
避
難
通
路
の
工
事

が
終
わ
り
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
と

な
っ
た
こ
と
で
車
椅
子
の
利
用
者

さ
ま
も
気
軽
に
屋
上
に
出
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
﹁
う
わ
ー
。
気
持
ち
い
い
な
。

こ
ん
な
に
い
い
天
気
だ
っ
た
ん
だ

な
。
外
に
出
に
ゃ
も
っ
た
い
な
い

な
﹂
利
用
者
さ
ま
が
屋
上
に
出
て

の
第
一
声
で
し
た
。
久
し
ぶ
り
に

外
の
風
を
感
じ
て
満
面
の
笑
み
が

見
ら
れ
ま
し
た
。﹁
わ
し
の
家
は

あ
そ
こ
ら
辺
り
だ
﹂
等
、
普
段
よ

り
も
お
話
に
花
が
さ
い
て
い
ま
し

た
。

　

ま
た﹁
こ
う
や
れ
ば
い
い
の
？
﹂

﹁
こ
う
ゆ
う
風
に
せ
ん
と
ダ
メ
だ

ら
﹂
と
利
用
者
さ
ま
と
職
員
で
話

し
合
い
な
が
ら
、
屋
上
の
空
い
た

ス
ペ
ー
ス
を
利
用
し
て
プ
ラ
ン

タ
ー
に
プ
チ
ト
マ
ト
と
花
を
植
え

ま
し
た
。
家
庭
菜
園
な
ら
ぬ
屋
上

菜
園
で
す
。
水
を
あ
げ
た
り
、
様

子
を
見
に
行
っ
た
り
と
植
物
の
成

長
が
日
々
の
楽
し
み
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

外
に
出
る
こ
と
が
難
し
い
中
で

も
屋
上
に
出
て
利
用
者
さ
ま
そ
れ

ぞ
れ
が
思
い
思
い
の
時
間
を
過
ご

し
て
い
ま
す
。
景
色
を
眺
め
な
が

ら
お
茶
を
飲
ん
で
気
分
転
換
さ
れ

た
り
、
時
に
は
利
用
者
さ
ま
同
士

や
職
員
と
の
交
流
の
場
に
な
っ
た

り
と
屋
上
は
新
し
い
憩
い
の
場
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
で
き
る
こ
と
が
制

限
さ
れ
外
出
が
難
し
い
中
で
も
、

利
用
者
さ
ま
が
安
心
し
て
楽
し
く

過
ご
せ
る
よ
う
今
後
も
お
手
伝
い

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
（
北
原
）

大
病
を
乗
り
越
え
て

　

〜
夫
婦
二
人
い
つ
ま
で
も
〜

売
が
で
き
な
く
な
る
の
で
は
⋮
と

心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
懸
命
に
リ

ハ
ビ
リ
に
取
り
組
ま
れ
、
奥
さ
ま

の
協
力
も
あ
っ
て
、
今
は
元
気
に

働
い
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
時

に
は
車
の
下
に
潜
り
込
ん
で
点
検

を
さ
れ
て
い
る
姿
も
見
ら
れ
、
毎

日
張
り
の
あ
る
生
活
を
送
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

リ
ハ
ビ
リ
で
は
﹁
今
ま
で
何
と

も
な
か
っ
た
道
が
え
ら
く
坂
に
感

じ
て
、
あ
ん
な
に
遠
い
と
は
思
わ

な
ん
だ
。
頑
張
っ
た
で
今
日
は
疲

れ
た
。﹂
と
話
し
て
く
だ
さ
い
ま

す
。

　

こ
れ
か
ら
も
夫
婦
仲
良
く
商
売

を
続
け
ら
れ
ま
す
よ
う
、
微
力
で

は
あ
り
ま
す
が
ヘ
ル
パ
ー
も
お
手

伝
い
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
中
村
み
）

こんなにいいところがあったんだね

青空の下で女子会

いつまでもお幸せに
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下條エリア

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

幸
齢
館

光
の
園

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

世
代
間
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
う
め
て

〜
下
條
中
学
生
と
の
交
流
会
〜

　

毎
年
恒
例
の
下
條
中
学
生
と
の

福
祉
交
流
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。各
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
、生

徒
さ
ん
手
作
り
の
ゲ
ー
ム
で
交
流

を
行
い
ま
し
た
。中
に
は
東
京
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
競
技
に
も
あ
っ

た＂
ボ
ッ
チ
ャ
＂を
行
っ
た
グ
ル
ー

プ
も
。中
心
の
球
に
近
づ
く
よ
う

に
球
を
転
が
す
競
技
で
す
。

　

初
め
は
お
互
い
に
ど
う
声
を
か

け
て
良
い
か
わ
か
ら
ず
言
葉
に
詰

ま
る
様
子
で
し
た
が
、
い
ざ
始
め

て
み
る
と
自
然
と
﹁
お
ー
﹂﹁
あ

と
も
う
ち
ょ
っ
と
﹂
と
歓
声
が
上

が
り
、
お
互
い
に
心
が
少
し
近
づ

い
た
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。

　

交
流
の
時
間
は
あ
っ
と
い
う
間

に
過
ぎ
、
終
わ
り
の
会
で
は
﹃
下

條
校
歌
﹄
を
皆
で
歌
い
、
昭
和
ひ

と
桁
か
ら
平
成
生
ま
れ
の
年
の
差

七
十
歳
以
上
の
歌
声
が
幸
齢
館
に

響
き
渡
り
ま
し
た
。
こ
の
時
、
世

代
間
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
瞬
間
的
に
埋

ま
っ
た
よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま
し

た
。

　

利
用
者
さ
ま
か
ら
は
﹁
楽
し

か
っ
た
よ
﹂﹁
コ
ロ
ナ
で
暗
い
話
ば

か
り
だ
け
れ
ど
元
気
を
も
ら
っ
た

よ
﹂と
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

後
日
、中
学
生
よ
り
丁
寧
な
お

礼
状
が
届
き
﹃
大
変
勉
強
に
な
り

ま
し
た
。相
手
の
気
持
ち
を
考
え

て
話
す
こ
と
、相
手
の
ペ
ー
ス
を

考
え
て
相
手
に
合
わ
せ
て
い
き
た

い
﹄﹃
ゆ
っ
く
り
話
す
よ
う
に
心
が

け
ま
し
た
が
、ど
う
し
て
も
早
口

に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
難
し
か
っ

た
﹄﹃
皆
さ
ん
が
す
ご
く
笑
っ
て
く

れ
て
嬉
し
か
っ
た
﹄な
ど
の
嬉
し

い
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
交
流
会
を
き
っ
か
け
に
中

学
生
の
皆
さ
ん
に
福
祉
の
道
に
興

味
を
持
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で

き
良
か
っ
た
で
す
。　
　
（
小
池
）

　

お
昼
を
食
べ
て
食
休
み
後
の
昼

下
が
り
、
幸
齢
館
に
は
ゆ
っ
た
り

王
手
飛
車
取
り
‼

　

〜
将
棋
☖
ブ
ー
ム
到
来
か
も
〜

と
し
た
時
間
が
流
れ
ま
す
。
利
用

者
さ
ま
は
、
こ
の
時
間
帯
に
個
別

機
能
訓
練
や
趣
味
の
活
動
を
し
て

過
ご
さ
れ
ま
す
。
そ
の
中
で
、
個

別
機
能
訓
練
の
一
環
と
し
て
、
荒

井
様
と
職
員
と
で
将
棋
の
対
局
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

幸
齢
館
は
、
令
和
三
年
十
二
月

か
ら
地
域
密
着
型
に
移
行
し
ま
し

た
。
そ
れ
を
機
に
、
個
別
機
能
訓

練
や
グ
ル
ー
プ
で
の
活
動
を
よ
り

充
実
さ
せ
る
た
め
、
お
一
人
お
ひ

と
り
に
好
き
な
こ
と
や
興
味
・
関

心
に
つ
い
て
改
め
て
伺
っ
た
り
、

基
本
情
報
を
見
直
し
ま
し
た
。
そ

の
際
、
荒
井
様
が
将
棋
を
好
ま
れ

る
こ
と
が
分
か
り
、
ち
ょ
う
ど
将

棋
が
で
き
る
職
員
が
い
ま
し
た
の

で
声
を
お
か
け
す
る
と﹁
良
い
ね
。

や
っ
て
み
る
か
ぁ
﹂
と
笑
顔
で
お

返
事
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

荒
井
様
は
、
九
十
一
歳
。
若
い

頃
は
、
地
域
の
将
棋
好
き
の
皆
さ

ま
で
集
ま
り
、
よ
く
対
局
を
さ
れ

た
そ
う
で
す
。﹁
も
う
六
十
年
く

ら
い
前
だ
か
ら
、
い
ろ
い
ろ
忘
れ

ち
ゃ
っ
た
な
ぁ
﹂
と
お
っ
し
ゃ
り

な
が
ら
も
、
い
ざ
対
局
が
始
ま
る

と
毎
回
と
て
も
集
中
さ
れ
ま
す
。

　

令
和
四
年
の
通
算
勝
敗
は
、
こ

れ
ま
で
六
戦
し
て
四
勝
二
敗
。
四

勝
は
、
も
ち
ろ
ん
⋮
荒
井
様
で

す
！
や
は
り
、
長
年
の
経
験
の
差

で
し
ょ
う
か
。
強
い
で
す
。
ど
ち

ら
が
勝
っ
て
も
、
毎
回
笑
顔
が
溢

れ
ま
す
。
今
後
も
、
幸
齢
館
を
ご

利
用
い
た
だ
く
お
楽
し
み
の
一
つ

に
な
れ
ば
幸
い
で
す
。　
（
小
西
）

　
﹁
も
う
年
だ
で
今
年
は
﹃
伊
那
﹄

へ
の
投
稿
は
で
き
ん
か
し
ら
ん
﹂

長
年
、
短
歌
や
俳
句
に
親
し
み
、

歌
集
﹃
伊
那
﹄
へ
の
投
稿
を
続
け

て
来
ら
れ
ま
し
た
が
、
今
年
の
初

め
に
そ
ん
な
言
葉
が
聞
か
れ
ま
し

た
。

　
﹁
私
は
思
っ
た
こ
と
し
か
書
け

ん
の
な
ぁ
﹂
と
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で

の
様
子
を
振
り
返
り
歌
に
さ
れ
ま

す
。
ホ
ー
ル
か
ら
見
渡
す
草
花
の

今
年
も
投
稿
で
き
た
に

　

〜
三
十
一
文
字
に

思
い
を
寄
せ
て
〜

風
景
、
昼
食
の
手
作
り
コ
ロ
ッ
ケ

の
形
や
味
、
心
に
残
っ
た
こ
と
を

題
材
に
し
て
思
い
を
詠
み
、
一
つ

ひ
と
つ
詠
ん
で
い
る
と
そ
の
時
の

状
況
が
鮮
明
に
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

　
﹃
リ
ハ
ビ
リ
こ
ん
切
に
教
え
感

謝
の
念
﹄
リ
ハ
ビ
リ
の
塚
原
先
生

に
贈
ら
れ
た
一
句
で
す
。

　
﹁
こ
ん
な
に
素
晴
ら
し
い
歌
が

詠
め
る
で
も
っ
た
い
な
い
﹂
と
背

中
を
押
さ
れ
、
二
年
に
一
度
の
歌

集
へ
の
投
稿
を
果
た
さ
れ
ま
し
た
。

　
﹁﹃
伊
那
﹄
が
届
い
た
に
﹂
と
歌

集
を
手
に
満
面
の
笑
み
で
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
に
来
所
さ
れ
た
姿
は
印

象
的
で
、
今
回
、
小
木
曽
様
か
ら

あ
き
ら
め
ず
に
続
け
る
こ
と
の
大

切
さ
を
学
び
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
一
人
で
も
多
く
の

方
が
意
欲
を
持
っ
て
生
活
で
き
る

よ
う
お
手
伝
い
し
て
い
け
た
ら
嬉

し
く
思
い
ま
す
。　
　
（
熊
谷
文
）

ボッチャ、けっこう面白いなぁ

好きな駒は、これかな

また書いてくるでなぁ
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ご　芳　情ご　芳　情
自　令和３年８月16日　至　令和４年８月15日
　社会福祉法人萱垣会経営の各施設に対し、特別ご寄付ならびに慰問金
のご厚志、ご援助をいただきました。多くの皆様方に厚くお礼申し上げ
ます。（敬称略）

光　の　園
●寄付金品●

今村理恵　3万円／細田多賀志　10万円／下條村

日赤奉仕団　1万円／下條村シニアクラブ女性部　

5千円／下條村身体障がい者福祉協会　1万円

矢島卓郎　句集2冊／飯田インテリアテント　花

桃の苗23本／下條村シニアクラブ女性部　タオ

ル40枚・ぞうきん80枚／伊藤善人　長ねぎ43.5

㎏・玉ねぎ13㎏・じゃがいも39㎏・きゅうり6.5㎏

／石川農園　りんご22㎏／立正佼成会諏訪教会　

米60㎏／親田極楽会　干柿14㎏／下條村　みか

ん1箱・きびもち7㎏／丸紋農園　りんごジュース

17本・りんご7.5㎏／細田五代志　キウイ28㎏／

カネシゲ農園　桃3㎏／木下釋　梨33㎏／鷲山芳

照　ゆず2㎏

第二光の園
●寄付金品●

松沢達夫　1万5千円

遠山美智子　梨10㎏／荒井幸裕　みかん1箱／代

田久仁子　りんご3.6㎏／細田直人　甘柿23.5㎏

デイサービスセンター幸齢館
●寄付金品●

新井君子　きゅうり6.4㎏／串原みのる　すいか

8㎏／竹村瑞穂　栄養ドリンク20本・りんご13㎏

／生嶋彦司　ミニトマト800g／古田穂　りんご

40㎏／荒﨑志づか　柚3㎏／荒井完　富有柿1箱

／伊藤ミネ　菓子折り1箱・りんご2.5㎏・りんご

ジュース1本・しめじ6㎏／山田五男　白菜14玉・

まんじゅう1箱／細田五郎　しだれ梅1本・牡丹1

本／小林日出子　菓子1箱・菓子2袋／生嶋陽子　

たけのこ1本／村松きさゑ　菓子18袋／代田甫　

オムツ1袋／栗野たつ子　新茶500g／福沢太市　

まんじゅう10個／鳥飼清子　くわの実ジャム3缶

／木下喜榮　菓子折り1箱／小林志げ子　菓子折

り1箱／牧嶋光雄　桃5個

光の園デイサービスセンター
●寄付金品●

折山美智代　尿パット1袋・肌着11枚・腹巻1枚

　その他多くの面会の方やご家族の方から、野

菜・果物・菓子等をいただきました。

第二光の園
避難通路改修工事

～長野県福祉空間整備補助金事業～

　第二光の園では、長野県の施設整
備補助金をいただき、災害時に安全
に避難できるよう屋上スペースの改修
を行いました。
　今までは、２階の生活空間から屋
上に出るには大きな段差があり、降雨
時には滑りやすい等の不都合が多く
ありました。
　この改修工事で床をウッドデッキに
し、段差を解消したことで移動もス
ムーズになりました。利用者さまはお
天気の良い日は日光浴をしたり、野菜
や花の世話をする際にも棟内から楽
な出入りができ、改修後の屋上は避
難時だけでなく毎日の活動にも大いに
活用されています。

新しい仲間が
増えました

～ＥＰＡ介護福祉士候補生受入れ～

　第二光の園では、新たに２名のＥＰ
Ａ介護福祉士候補生を受け入れまし
た。
　令和４年１月末に、インドネシアより
女性２名（エリカさん・ヨランダさん）
が来村され、現在下條村のアパートで
生活しながら日本語や介護の勉強に
励んでいます。
　お二人は今後３年間、第二光の園
での実務経験を積みながら、日本の
介護福祉士試験の合格を目指します。
　とても明るく優しい二人は利用者
さまからも大変可愛がられる存在に
なっています。すでに在籍している５
名のＥＰＡ候補生を含め、皆さまには
温かいご指導のほどよろしくお願いし
ます。

光の園
家族面会室の整備

～長野県新型コロナ関連補助金事業～

　このたび光の園では、長野県より補
助金をいただき、高齢者施設の感染
拡大防止のためのゾーニング事業とし
て、家族面会室を整備しました。新型
コロナウイルスの感染拡大によりご家
族からの面会を中止していましたが、
ご家族と利用者さまの入り口を２方
向とし、間仕切りした部屋にすること
で、感染の心配もなく安心して面会を
していただくことができるようになりま
した。
　また、遠方から複数で来園される方
のため、家族専用の休憩室、手洗い、
トイレも設置しました。



18

中津川エリア

　

広
済
寮
り
ん
ど
う
・
な
で
し
こ
ユ

ニ
ッ
ト
で
は
、
こ
の
コ
ロ
ナ
の
中
で

も
少
し
で
も
ご
利
用
者
様
に
楽
し
ん

で
い
た
だ
け
る
よ
う
に
と
、
他
部
署

の
方
に
も
協
力
し
て
頂
き
な
が
ら
少

し
ず
つ
で
す
が
行
事
を
行
う
事
が
出

来
ま
し
た
。
あ
い
に
く
の
雨
に
見
舞

わ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
旧
広
済

寮
へ
の
お
花
見
ド
ラ
イ
ブ
、
買
い
物

の
気
分
を
味
わ
っ
て
も
ら
え
る
よ
う

に
と
職
員
が
扮
し
た
駄
菓
子
屋
。
そ

し
て
昨
年
に
続
き
七
夕
飾
り
を
作
っ

た
り
、
施
設
内
だ
け
で
す
が
夏
祭
り

を
行
う
事
が
出
来
ま
し
た
。

　

お
花
見
ド
ラ
イ
ブ
で
は
外
出
を
楽

し
み
に
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、

雨
模
様
に
も
か
か
わ
ら
ず
笑
い
の
絶

え
な
い
楽
し
い
ド
ラ
イ
ブ
と
な
り
ま

し
た
。
駄
菓
子
屋
で
は
下
準
備
の
か

い
も
あ
り
、
限
ら
れ
た
時
間
と
品
の

中
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
久
し
ぶ
り

の
買
い
物
を
楽
し
ま
れ
て
い
る
様
子

延
暦
寺
広
済
寮

ユ
ニ
ッ
ト

医

務

室

ゆ
う
ら
く
苑

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

め
ざ
せ
　
一
〇
〇
歳

　

ゆ
う
ら
く
苑
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
は
平
成
十
年
一
月
二
十
六
日
開

設
さ
れ
、
二
十
五
年
目
と
な
り
ま
し

た
。

　

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
は
利
用
者
様

の
お
誕
生
日
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

一
〇
〇
歳
の
お
誕
生
日
会
は
盛
大
に

職
員
で
計
画
し
て
い
ま
す
。
今
ま
で

に
一
〇
〇
歳
の
利
用
者
様
の
お
祝
い

は
三
回
だ
っ
た
と
記
憶
に
あ
り
ま

す
。
今
年
に
入
っ
て
四
月
一
日
、
女

性
の
利
用
者
様
、
四
月
十
九
日
、
女

性
の
利
用
者
様
、
八
月
二
日
、
男

性
の
利
用
者
様
と
三
名
の
方
々
が

一
〇
〇
歳
を
迎
え
る
事
が
出
来
ま
し

た
。

　

職
員
手
製
の
く
す
玉
、
特
大
の

ケ
ー
キ
、
職
員
か
ら
の
寄
せ
書
き
を

用
意
を
し
、
盛
大
に
一
〇
〇
歳
お
誕

朝
の
小
さ
な
楽
し
み

　

朝
食
が
終
わ
っ
て
外
を
見
る
と
、

い
い
天
気
。「
外
に
行
き
た
い
ね
。」

の
言
葉
に
一
月
の
寒
い
中
、
外
に
出

て
み
る
。
さ
す
が
に
一
月
の
日
影
は

寒
い
寒
い
。
で
も
日
向
に
出
る
と
、

「
あ
っ
た
か
〜
い
。」「
空
気
も
お
い

し
い
。」「
お
天
道
様
あ
り
が
と
う
。」

　

そ
れ
か
ら
天
気
の
良
い
日
は
、
ほ

ん
の
少
し
の
時
間
で
す
が
、
み
な
さ

ん
交
代
で
、
日
向
ぼ
っ
こ
を
す
る
の

が
日
課
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

春
に
な
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

方
々
が
植
え
て
下
さ
っ
た
、
イ
チ
ゴ

が
赤
く
食
べ
ご
ろ
。
日
向
ぼ
っ
こ
を

し
な
が
ら
、
つ
ま
み
食
い
。「
と
っ

て
も
お
い
し
い
。」
季
節
も
進
ん
で

夏
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

春
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
が
植

え
て
下
さ
っ
た
、
ミ
ニ
ト
マ
ト
と

キ
ュ
ー
リ
が
食
べ
ご
ろ
に
な
っ
て
き

ま
し
た
。

　

夏
で
も
朝
の
空
気
は
、
少
し
ひ
ん

や
り
と
し
て
気
持
ち
い
い
。

　

色
づ
い
た
ト
マ
ト
を
か
じ
り
、
大

き
く
な
っ
た
キ
ュ
ー
リ
を
、
昼
食
に

と
も
ぎ
と
る
方
も
み
え
、
朝
の
ほ
ん

の
少
し
の
時
間
で
す
が
、
楽
し
い
ひ

と
時
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
秋
に
む
か
っ
て
、
ど
ん

な
楽
し
み
が
あ
る
か
？
朝
の
ほ
ん
の

少
し
の
楽
し
み
で
す
。

を
た
く
さ
ん
見

る
事
が
出
来
ま

し
た
。
こ
こ
数

年
の
夏
祭
り
で

は
ご
家
族
も
招

待
で
き
ず
、
施

設
内
だ
け
で
の
行
事
と
な
っ
て
い
ま

す
が
、
そ
れ
で
も
普
段
と
は
違
う
非

日
常
の
雰
囲
気
な
ど
ご
利
用
者
様
の

笑
顔
に
つ
な
げ
ら
れ
た
こ
と
を
う
れ

し
く
思
い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
気
の
置

け
な
い
状
況
で
は
あ
り
ま
す
が
、
感

染
対
策
を
し
っ
か
り
と
行
い
、
ご
利

用
者
様
と
一
緒
に
行
事
に
取
り
組
ん

で
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　

広
済
寮
の
医
務
室
は
、
七
人
の
看

護
師
で
利
用
者
の
皆
様
を
広
済
寮
職

員
と
と
も
に
、
支
え
さ
せ
て
頂
い
て

お
り
ま
す
。

　

今
年
の
目
標
は
『
手
と
手
を
つ
な

い
で
〜
多
職
種
連
携
強
化
〜
』
で

す
。
広
済
寮
は
、
利
用
者
様
の
生
活

を
支
え
、
最
期
ま
で
ゆ
っ
く
り
過
ご

し
て
頂
け
る
第
二
の
お
家
に
な
れ
ば

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

利
用
者
様
一
人
一
人
、
そ
の
方
が

望
む
生
活
に
少
し
で
も
近
づ
け
る
よ

う
、
介
護
士
の
皆
さ
ん
を
中
心
に
一

緒
に
勤
め
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま

す
。

　

医
療
ニ
ー
ズ
が
増
え
て
い
る
こ
の

時
代
、
医
療
的
な
知
識
も
ア
ッ
プ

デ
ー
ト
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
感
じ
て
い
ま
す
。そ
の
中
で
も
、

年
齢
を
重
ね
る
と
で
き
る
こ
と
に
も

限
界
が
あ
る
た
め
、
最
期
は
穏
や
か

に
寂
し
さ
を
少
し
で
も
軽
減
し
、
安

心
し
て
休
め
ら
れ
る
よ
う
で
き
る
こ

と
を
精
一
杯
支
援
さ
せ
て
頂
け
れ
ば

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

利
用
者
の
皆
様
が
日
々
笑
顔
で
、

暖
か
い
雰
囲
気
で
過
ご
せ
る
『
あ
っ

た
か
広
済
寮
』を
目
指
し
、広
済
寮

全
員
で
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。広
済

寮
に
来
て
よ
か
っ
た
と
思
え
る
よ
う

な
施
設
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

イチゴおいしいよ！！

イチゴおいしいよ！！
イチゴがいっぱいおいしいよ！！

みんなで日向ぼっこあったか～いよ！！

イチゴあま～い！！

朝の日向ぼっこ気持ちいい田植えがはじまりました！！ 日向ぼっこあったかいよ

取れたてのトマトはうまい！！

イチゴあまいよ キューリもトマトもいっぱいとれたよ おいしそうなキューリがとれました
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相
変
わ
ら
ず
の
コ
ロ
ナ
制
限
の

中
、
数
名
の
利
用
者
様
の
移
動
が
あ

り
ま
し
た
。
中
で
も
、
ご
高
齢
に
よ

る
筋
力
低
下
、
怪
我
な
ど
に
よ
る
介

護
保
険
へ
の
移
行
は
、
目
に
余
る
も

の
が
あ
り
ま
し
た
。

　

現
在
で
は
、
五
名
の
利
用
者
様
が

毎
回
出
席
し
て
下
さ
い
ま
す
。
脳
ト

レ
に
始
ま
り
、
一
週
間
の
様
子
を
話

さ
れ
、
健
康
ス
ト
レ
ッ
チ
、
遊
び
、

も
の
作
り
な
ど
、
楽
し
い
時
間
を
過

ご
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

一
週
間
の
様
子
を
伺
う
と
、
嫁
と

ス
ト
レ
ッ
チ
を
し
た
、
知
人
や
友
人

を
家
へ
呼
び
、
一
緒
に
も
の
作
り
を

し
た
な
ど
、
自
作
品
を
翌
週
持
参
し

　

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
た
め
、
午

前
中
の
み
の
活
動
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　

一
年
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、

多
く
の
参
加
者
の
皆
さ
ん
が
介
護

サ
ー
ビ
ス
へ
移
ら
れ
、
現
在
で
は
メ

ン
バ
ー
が
三
人
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
そ
れ
で
も
週
に
一
回
の
あ
ん

き
な
く
ら
ぶ
を
楽
し
み
に
さ
れ
近
況

報
告
や
健
康
体
操
そ
し
て
認
知
症
予

防
の
脳
ト
レ
を
が
ん
ば
っ
て
い
ま

す
。

　

週
に
一
回
の
実
施
が
生
活
に
メ
リ

ハ
リ
を
つ
け
て
い
て
会
う
た
び
に
お

互
い
の
顔
を
見
な
が
ら
地
域
の
情
報

交
換
の
役
割
を
果
し
て
い
ま
す
。

　

最
近
で
は
と
っ
て
も
可
愛
い
招

き
猫
を
作

り
ま
し
た
。

家
へ
持
ち

帰
り
飾
っ

て
い
ま
す
。

　
「
こ
れ
か

ら
を
生
き

　

さ
ら
さ
く
ら
ぶ
（
五
名
）（
火
曜

日
開
催
）
も
、花
み
ず
き
く
ら
ぶ
（
金

曜
日
開
催
）
と
同
様
、
脳
ト
レ
に
始

ま
り
、
一
週
間
の
様
子
、
健
康
ス
ト

レ
ッ
チ
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
幅

広
く
進
め
て
い
ま
す
。

　

健
康
ス
ト
レ
ッ
チ
は
、
肩
コ
リ
、

腰
痛
な
ど
へ
の
遠
隔
療
法
を
取
り
入

れ
、
頭
の
先
か
ら
足
の
指
先
ま
で
ほ

ぐ
す
も
の
と
な
り
、大
変
好
評
で
す
。

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
（
ゲ
ー
ム
、
も

の
作
り
）
な
ど
は
、
担
当
者
自
ら
の

自
作
が
多
く
、
最
初
は
難
し
い
と
言

わ
れ
な
が
ら
も
、
内
容
、
要
領
な
ど

ご
理
解
い
た
だ
く
事
で
、
面
白
い
、

　

振
り
返
っ
て
み
れ
ば
、
新
型
コ
ロ

ナ
感
染
症
の
た
め
午
前
中
の
み
の
あ

ん
き
な
く
ら
ぶ
実
施
が
続
い
て
い
ま

す
。
一
時
は
メ
ン
バ
ー
が
介
護
サ
ー

ビ
ス
へ
移
り
人
数
が
減
っ
て
い
ま
し

た
が
、
新
し
く
入
ら
れ
る
人
も
い
て

現
在
は
九
人
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

独
居
の
方
は
一
週
間
何
も
話
す
こ

と
が
無
い
と
言
わ
れ
ま
す
。
あ
ん
き

な
く
ら
ぶ
で
週
一
回
顔
を
合
わ
せ
る

だ
け
で
こ
ん
な
に
も
い
き
い
き
話
が

は
ず
む
の
か
！
を
実
感
し
て
い
ま

す
。

　

あ
ん
き
な
く
ら
ぶ
で
は
毎
週
近
況

報
告
や
健
康
体
操
、
認
知
症
予
防
の

コ
グ
ニ
サ
イ
ズ
や
脳
ト
レ
を
し
て
い

ま
す
。
四
季
に
よ
っ
て
変
わ
る
お
は

じ
き
ゲ
ー
ム
や
、
最
近
で
は
風
鈴
を

作
っ
た
り
、招
き
猫
を
作
り
ま
し
た
。

皆
さ
ん
家
へ
持
ち
帰
り
飾
ら
れ
て
い

ま
す
。「
生
き
が
い
を
感
じ
な
が
ら

毎
日
を
笑
顔
で
暮
ら
す
」
た
め
に
あ

ん
き
な
く

ら
ぶ
が
そ

の
一
助
に

な
れ
ば
と

思
っ
て
い

ま
す
。

（
中
津
川
市
委
託
事
業
）

介
護
予
防
事
業

介
護
予
防
事
業

介
護
予
防
事
業

介
護
予
防
事
業

介
護
予
防
事
業

介
護
予
防
事
業

花
み
ず
き
く
ら
ぶ
（
東
地
区
）

花
み
ず
き
く
ら
ぶ
（
東
地
区
）

椛
の
木
く
ら
ぶ
（
神
坂
地
区
）

椛
の
木
く
ら
ぶ
（
神
坂
地
区
）

さ
ら
さ
く
ら
ぶ
（
南
地
区
）

さ
ら
さ
く
ら
ぶ
（
南
地
区
）

梅
花
藻
く
ら
ぶ
（
南
地
区
）

梅
花
藻
く
ら
ぶ
（
南
地
区
）

生
日
会
を
行
い
ま
し
た
。当
日
の
朝
、

主
役
の
利
用
者
様
、
ソ
ワ
ソ
ワ
と
し

て
み
え
る
方
、
ガ
ッ
ツ
ポ
ー
ズ
を
と

ら
れ
る
方
、
三
名
の
方
々
、
と
て
も

ス
テ
キ
な
服
で
来
苑
さ
れ
、
と
て
も

楽
し
み
に
し
て
頂
き
ま
し
た
。
ケ
ー

キ
を
前
に
し
て
、感
激
の
あ
ま
り「
胸

が
一
杯
で
ケ
ー
キ
が
食
べ
れ
な
い
」

と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

他
の
利
用
者
様
よ
り
、「
次
は
自

分
か
な
」「
一
〇
〇
歳
は
目
標
だ
ね
」

「
こ
ん
な
盛
大
に
誕
生
会
を
し
て
も

ら
え
る
ん
だ
ね
」「
一
〇
〇
歳
の
誕

生
ケ
ー
キ
を
食
べ
て
あ
や
か
り
た
い

ね
」
と
口
々
に
言
わ
れ
ケ
ー
キ
を
召

し
上
が
っ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

職
員
も
こ
ん
な
幸
せ
な
時
間
を
一

緒
に
過
ご
さ
せ
て
頂
け
る
ほ
ど
嬉
し

い
事
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
先
も
利

用
者
の
皆
様
に
「
め
ざ
せ
、
一
〇
〇

歳
」
と
し
て
頑
張
っ
て
頂
け
る
様
、

利
用
者
様
、
一
人
一
人
の
楽
し
み
の

場
、
笑
顔
の
た
え
な
い
場
、
賑
や
か

な
場
と
し
て
、
職
員
よ
り
一
層
、
寄

り
添
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

100 歳
おめでとう
ございます

が
い
を
感
じ
な
が
ら
生
き
る
」
あ
ん

き
な
く
ら
ぶ
が
少
し
で
も
そ
の
一
助

に
な
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

て
下
さ
る
利
用
者
様
も
増
え
ま
し

た
。
ス
ト
レ
ッ
チ
も
同
様
で
す
が
、

ゲ
ー
ム
、
も
の
作
り
な
ど
は
、
慣
れ

る
と
楽
し
み
も
倍
増
す
る
も
の
で
、

そ
の
た
め
に
は
、ま
ず
内
容
の
理
解
、

要
領
、
ル
ー
ル
な
ど
把
握
し
て
い
た

だ
く
事
が
大
切
で
す
。
繰
り
返
す
事

の
大
切
さ
を
思
い
ま
す
。

楽
し
い
と
の
声
に
変
わ
り
ま
す
。

　

ゲ
ー
ム
に
は
、そ
れ
ぞ
れ
遊
び
方
、

ル
ー
ル
な
ど
が
あ
り
、
い
つ
も
最
初

は
大
変
で
す
が
、
習
得
さ
れ
た
今
で

は
、
皆
様
、
何
十
倍
と
楽
し
ま
れ
て

い
ま
す
。
最
近
で
は
、
く
ら
ぶ
で
の

体
験
を
家
で
も
体
験
す
る
方
が
多
く

な
り
ま
し
た
。
喜
ば
し
い
事
で
す
。

ヨーヨー風船に障子紙を貼
り作った招き猫です。それ
ぞれの表情があります。

四季によりいろいろなおは
じきゲームが楽しめます。
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中津川エリア

　

中
津
川
市
ゆ
う
ら
く
苑
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
高
齢
者
の

身
近
な
相
談
窓
口
と
し
て
福
祉
・

介
護
・
保
健
・
医
療
に
関
す
る
相

談
に
日
々
対
応
し
て
い
ま
す
。又
、

介
護
予
防
事
業
や
、
介
護
す
る
家

族
の
方
へ
の
支
援
も
定
期
的
に
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
介
護
予
防
事
業
つ
い

て
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
年
度
は
、「
フ
レ
イ
ル
予
防
」

に
重
点
を
置
い
た
内
容
で
事
業
を

開
催
し
て
い
ま
す
。フ
レ
イ
ル
は
、

「
健
康
」と「
要
介
護
」の
間
の「
虚

　

介
護
保
険
を
利
用
さ
れ
る
方

は
、
高
齢
者
と
思
っ
て
お
ら
れ
る

方
が
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

　

も
ち
ろ
ん
、
六
十
五
歳
以
上
の

介
護
が
必
要
な
方
が
主
で
は
あ
り

ま
す
が
、
中
に
は
特
定
疾
病
で

四
十
〜
六
十
四
歳
の
方
が
介
護
保

険
の
対
象
と
し
て
、
紹
介
を
さ
れ

て
く
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

多
い
の
は
、
ガ
ン
末
期
で
入
院

を
し
て
い
た
け
れ
ど
、
こ
の
今
の

タ
イ
ミ
ン
グ
で
自
宅
に
帰
り
、
少

し
で
も
自
宅
で
の
生
活
を
家
族
と

共
に
す
ご
す
こ
と
が
出
来
る
よ
う

に
。
と
、
待
っ
た
な
し
の
依
頼
も

あ
り
、
ス
ピ
ー
ド
が
要
求
さ
れ
ま

す
。
意
向
を
聞
き
取
り
、
二
〜
三

日
で
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
調
整
し

ご
自
宅
に
帰
る
こ
と
が
出
来
る
よ

う
準
備
し
て
い
き
ま
す
。

　

家
に
帰
れ
て
よ
か
っ
た
。
と
い

う
だ
け
で
な
く
、
最
後
の
時
を
ご

家
族
と
共
に
過
ご
し
、
ご
本
人
・

ご
家
族
が
思
い
を
伝
え
あ
え
る
、

か
け
が
え
の
な
い
時
間
に
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
、
支
援
し
て

い
ま
す
。

　

往
診
を
し
て
く
だ
さ
る
先
生
・

看
護
師
さ
ん
・
サ
ー
ビ
ス
事
業
者

の
方
々
と
共
に
チ
ー
ム
と
な
り
、

弱
」
な
状
態
を
い
い
ま
す
。
フ
レ

イ
ル
予
防
の
ポ
イ
ン
ト
は
、「
運

動
」・「
栄
養
」・「
口
腔
ケ
ア
」・

「
社
会
参
加
」
が
大
切
だ
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
各
事
業
で
は
、
ゆ

う
ら
く
苑
オ
リ
ジ
ナ
ル
体
操
「
元

気
あ
っ
ぷ
↗
体
操
」
の
普
及
、
食

事
や
口
腔
に
つ
い
て
各
専
門
職
の

方
か
ら
話
や
演
習
を
通
じ
て
毎
日

の
生
活
で
取
り
入
れ
る
こ
と
が
で

き
る
フ
レ
イ
ル
予
防
の
ノ
ウ
ハ
ウ

を
学
ん
で
い
ま
す
。　

　

こ
れ
か
ら
も
介
護
予
防
の
普

及
・
啓
発
を
行
い
、
住
み
慣
れ
た

地
域
で
い
つ
ま
で
も
元
気
に
過
ご

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
様
々
な
ア

プ
ロ
ー
チ
で
地
域
の
皆
様
の
「
元

気
あ
っ
ぷ
↗
」
を
支
援
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

保健師による健康講話

「元気あっぷ ⤴ 体操」の様子

介護予防事業　百合の会の様子です。

フ
レ
イ
ル
予
防
で
元
気
あ
っ
ぷ
↗

ゆ
う
ら
く
苑

ケ
ア
プ
ラ
ン
セ
ン
タ
ー

み
な
み
在
宅
介
護

支
援
セ
ン
タ
ー

中
津
川
市
ゆ
う
ら
く
苑

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

支
え
て
い
き
ま
す
。

　

心
配
な
こ
と
や
困
っ
た
こ
と
が

あ
れ
ば
、
い
つ
で
も
連
絡
を
く
だ

さ
い
。
相
談
し
て
い
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

　

み
な
み
在
宅
介
護
支
援
セ
ン

タ
ー
は
中
津
川
市
よ
り
委
託
を
受

け
、
中
津
川
市
南
地
区
の
総
合
相

談
窓
口
と
し
て
日
々
活
動
し
て
お

り
ま
す
。
相
談
が
来
る
の
を
待
っ

て
い
る
だ
け
で
な
く
、
独
居
・
高

齢
世
帯
を
中
心
に
ご
自
宅
に
訪

問
、実
態
把
握
を
行
っ
て
い
ま
す
。

継
続
的
な
関
り
で
普
段
の
生
活
状

況
を
知
っ
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
体

調
や
生
活
の
変
化
に
気
が
付
け
る

こ
と
が
あ
り
、
い
ち
早
く
介
護
保

険
や
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
相

談
に
乗
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に

思
い
ま
す
。

　

ま
た
地
域
の
皆
さ
ま
が
介
護
の

必
要
が
な
い
状
態
を
維
持
・
向
上

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
楽
生

倶
楽
部
・
百
合
の

会
、
男
の
健
幸
ク

ラ
ブ
の
三
つ
の
介

護
予
防
事
業
を
開

催
し
て
お
り
ま

す
。
コ
ロ
ナ
禍
が

長
期
化
し
、
外
出

や
人
と
の
交
流
が

減
る
こ
と
か
ら
、

筋
力
や
認
知
機
能

に
不
安
を
感
じ
る

方
も
あ
り
ま
す
。

少
し
で
も
外
出
の

機
会
を
維
持
で
き

る
よ
う
、
感
染
症

対
策
を
取
り
な
が

ら
開
催
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま

す
。



21

ご　芳　情ご　芳　情

広　済　寮

●寄付金品●

㈱吉川工務店 代表取締役 吉川幸輝  60,000円／

山本錠子　200,000円／須山あさよ　100,000

円／吉村幸資　30,000円／武藤しげ子　20,000

円／市村愛子・松井かつみ　5,000円／井口京

子　10,000円／松野辰彦　10,000円／松原史郎　

10,000円／成瀬義勝　5,000円

三菱電機㈱中津川製作所　リンゴ２箱・りんご

ジュース２箱／原広志　花苗各種沢山／牧野善夫　

菓子沢山／田中好勝　米30㎏・しいたけ1袋／原

委子　野菜沢山／可知純二　菊鉢／勝野和芳　野

菜沢山／成瀬義勝　お菓子沢山／サカエヤ　メロ

ン１箱／堀井光子　里芋沢山／安江揚子　菓子沢

山／原政子　米30㎏、もち米30㎏／更生保護女

性会　干支飾り色紙／松原弘行　飲料、お菓子

沢山／松野真由美　菓子沢山／千村静准　菓子沢

山／和田厚子　菓子沢山、ブドウ２箱／小林一

郎　梨沢山／グループホーム恵寿　菓子１箱／辻

寿生・敦子　お菓子１箱／松葉梅代　お菓子１

箱／中津川清掃　缶コーヒー１箱、胡蝶蘭１鉢

／セレモニーホール中山道　消毒用アルコール

（500ml）25本

ゆうらく苑

●寄付金品●

土屋きみ子　2万円／原秋江　3千円／伊藤かつみ　

1万円／長瀬公夫　5千円／辻敦子　5千円／匿名　

2万5千円／山本松江　菓子4箱／山本農園　ぶど

う5.5㎏／小林一郎　梨18㎏／千賀敏子　パット

6袋・おむつ6袋・プラスチックグローブ2箱／安

井正雄　ヘルスメーター１台／岩久守　鮎20匹・

さくらんぼ３箱・なす３㎏・柿８㎏・コピー用紙

A3A4各1冊／塚本静子　柿24㎏・菓子2箱／原ま

さ江　かりん7㎏・ゆず8.2㎏／洞田孝一　ムベ多

数・おむつ・パット・押し車1台／原隆一　里い

も3㎏／水田つる枝　ゆず4.6㎏／牧野さかゑ　ゆ

ず3.6㎏／牧野時夫　ゆず7.2㎏・梅6.3㎏／原ひ

さ子　菓子1箱／田口早苗　シクラメン1鉢・コー

ヒー1箱／上田屋　みかん1箱・菓子多数／中津川

更生保護女性会　手作りマスク80枚／拮石和憲　

菓子2箱・おやき15個・果物多数／辻敦子　菓子

2箱／洞田すめ　ゆず3.2㎏／笹木原福江　シクラ

メン1鉢／園原文平　イノラス3箱／寺田美津江　

きゅうり・かぼちゃ他多数／原田美寿子　めだか

／渋谷功司　トマト10㎏

●ボランティア●

ゆうらく苑友の会／神坂老人クラブ

自　令和３年８月16日　至　令和４年８月15日
　社会福祉法人萱垣会経営の各施設に対し、特別ご寄付ならびに慰問金
品のご厚志、ご援助を頂きました。多くの皆さま方に厚く御礼申し上げ
ます。（敬称略）

　

長
期
化
す
る
コ
ロ
ナ
禍
で

日
本
経
済
は
停
滞
し
、
更
に

円
安
が
加
速
し
、
輸
入
す
る

原
油
や
小
麦
等
の
原
材
料
価

格
が
上
が
り
、
モ
ノ
や
サ
ー

ビ
ス
が
値
上
が
り
す
る
イ
ン

フ
レ
が
進
ん
で
い
ま
す
。
賃

金
が
上
昇
し
て
モ
ノ
が
よ
く

売
れ
る
わ
け
で
は
な
く
、
所

得
が
増
え
ず
買
え
る
も
の
が

減
っ
て
い
る
状
況
で
す
。

　

こ
の
状
況
は
国
民
の
生
活

に
与
え
る
イ
ン
パ
ク
ト
は
甚

大
で
す
。
そ
し
て
、
生
活
の

セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
で
あ

る
社
会
保
障
制
度
に
も
影
響

を
及
ぼ
し
ま
す
。

　

国
の
歳
出
の
三
割
強
を
社

会
保
障
費
が
占
め
て
い
ま

す
。
今
後
も
増
え
続
け
る
歳

出
を
補
う
財
源
（
歳
入
）
を

ど
う
確
保
し
て
ゆ
く
の
で

し
ょ
う
か
？

　

国
の
舵
取
り
か
ら
目
が
離

せ
ま
せ
ん
。

　

暗
闇
の
中
に
も
一
隅
を
照

ら
す
光
は
あ
る
。

あ
と
が
き
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歩みはじめて74年歩みはじめて74年

長野県下伊那郡下條村睦沢8817番地1

http://kayagakikai.or.jp/　E-mail kayagaki@cd.wakwak.com

デ イサービ ス セン ター 幸 齢 館
こう　 れい　 かん

認 定こども 園 　鼎 あかり保 育 園

鼎 あ か り 児 童 ク ラ ブ

特別養護老人ホーム

新 野 高 齢 者 生 活 支 援 ハ ウ ス　

ゆうらく苑ケアプランセンター

ゆうらく苑デイサービスセンター

みなみ 在 宅 介 護 支 援 センター

中津川市ゆうらく苑地域包括支援センター

ゆ め の 郷 ケ ア プ ラ ン セ ン ター

長野県飯田市鼎中平2010-1番地〒395-0801

岐阜県中津川市かやの木町1-17〒508-0045

岐阜県中津川市落合1336番地13〒508-0006

〒395-0805　　長野県飯田市鼎一色５５１番地

E-mail　kanae-akari@mis.janis.or.jp

0265-52-4653

0265-53-9411 0265-49-0850

0265-23-2341 0265-48-8201

0265-23-2344 0265-48-8201

0265-52-4654

yurakuday@mb.takenet.or.jp

yurakuen@takenet.or.jp

yumenosato-care@kayagakikai-iida.jp

TEL.0573-61-3066

TEL.0573-69-4300　FAX.0573-69-4281

kanae-houkatsu@kayagakikai-iida.jp

E-mail　kousairyo@technowave.ne.jp

特別養護老人ホーム

事業所

飯田市かなえ地域包括支援センター

URL:http://kayagakikai.or.jp/

地域の高齢者の皆様がご家族と共に
毎日を楽しく過ごすことのできる環境の中で老後を支えます。


